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前村　佳幸：近世琉球末期の廟議をめぐる清朝官僚との問答

は
じ
め
に

　

近
世
琉
球
に
お
い
て
は
、
仏
寺
境
内
に
場
を
置
き
な
が
ら
も
、
よ
り
中
国
的
な
理

念
を
意
識
し
た
宗
廟
制
度
の
整
備
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
際
に
は
、
導
入
す
べ
き
制

度
の
趣
旨
に
つ
い
て
、
王
府
の
命
令
に
よ
る
学
識
者
の
審
議
を
経
て
高
官
の
合
意
に

よ
る
典
礼
化
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
中
国
の
典
拠
が
吟
味
さ
れ
た
点
を
軽
視
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
王
府
の
僉
議
記
録
が
遺
さ
れ
て
い
る
場
合
、
こ
れ
が
基
本
史

料
と
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
が
、
中
国
の
宗
廟
祭
祀
を
め
ぐ
る
故
事
と
歴
代

の
廟
議
、
そ
し
て
根
拠
と
さ
れ
た
経
書
類
に
つ
い
て
も
十
分
に
理
解
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
り
、
受
容
す
る
文
化
の
論
理
が
受
容
す
る
側
に
及
ぼ

す
影
響
と
摩
擦
と
を
見
据
え
た
理
解
が
可
能
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
観
点
か
ら
、
本
稿
で
は
、
那
覇
市
歴
史
博
物
館
所
蔵
の
尚
家
文
書
第
四
四
七

号
「
咸
豊
八
年
よ
り
同
治
元
年
迄　

僉
議
」
の
内
、「
壱　

僉
議　

御
寢
廟
」
に
収

録
さ
れ
る
「
廟
制
求
教
」
上
下
巻
の
内
容
全
体
の
整
理
を
は
か
る
。
こ
の
史
料
は
、

咸
豊
五
年
（
一
八
五
五
）、「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
」
と
同
じ
時
期１

、
尚

泰
の
王
代
初
期
に
お
け
る
廟
議
の
際
に
成
立
し
た
。
北
京
大
通
事
と
し
て
中
国
に
渡

航
し
た
当
山
里
主
親
雲
上
が
清
朝
の
科
挙
出
身
官
僚
の
林
駿
声
に
質
問
し
て
、
そ
の

問
答
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
史
料
で
は
、
北
宋
の
陳
祥
道
、
明
末
清
初
の

柴
紹
炳
、
乾
隆
期
の
林
喬
蔭
な
ど
、「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
」

と
は
別
の
宗
廟
制
度
に
関
す
る
中
国
人
学
者
の
言
説
が
あ
り２

、
そ
の
典
拠
も

含
め
て
精
読
す
る
こ
と
が
、
琉
球
の
廟
議
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
し
た

の
か
理
解
を
深
め
る
上
で
不
可
欠
な
作
業
と
な
る
。

　

「
廟
制
求
教
」
の
原
文
は
俗
字
や
異
体
字
も
多
い
が
楷
書
で
返
り
点
と
送

り
仮
名
が
附
さ
れ
て
お
り
、
訂
正
箇
所
も
あ
り
、
お
そ
ら
く
原
本
で
は
な
く
、

僉
議
後
に
複
製
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
琉
球
大
学
附
属

図
書
館
所
藏
の
複
製
本
に
依
拠
し
、
上
巻
下
巻
に
分
け
て
原
文
と
書
き
下
し

及
び
典
拠
を
示
す
。
当
該
史
料
の
主
た
る
内
容
で
あ
る
阮
孝
銓
（
当
山
里
主

親
雲
上
）・
林
駿
声
の
文
章
と
抜
粋
引
用
さ
れ
て
い
る
文
献
と
を
区
別
す
る

た
め
に
、
後
者
は
二
字
下
げ
と
し
て
い
る
。
な
お
、
錯
綜
し
た
内
容
把
握
を

優
先
す
る
の
と
、
本
史
料
の
原
本
の
所
在
を
調
査
し
て
照
合
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
状
況
な
の
で
、
文
書
様
式
の
理
解
の
た
め
に
重
要
な
情
報
で
は
あ
る

が
、
闕
字
や
擡
頭
は
示
し
て
い
な
い
。

　

史
料
全
体
を
提
示
し
た
と
こ
ろ
で
、
琉
球
側
の
諮
問
を
受
け
た
中
国
文
人

官
僚
の
言
説
の
内
容
と
根
拠
に
関
し
て
読
解
を
試
み
る
。
そ
し
て
、
質
問
す

る
当
山
里
主
親
雲
上
の
意
図
と
反
応
を
検
討
し
、
こ
れ
が
後
の
僉
議
に
ど
の

近
世
琉
球
末
期
の
廟
議
を
め
ぐ
る
清
朝
官
僚
と
の
問
答 

―
「
廟
制
求
教
」
の
論
理
と
そ
の
受
容
―
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よ
う
な
影
響
を
与
え
た
の
か
関
連
づ
け
て
理
解
す
る
た
め
の
基
礎
的
認
識
を
得
た
い
。

第
一
章
　「
廟
制
求
教
」
上
巻
の
内
容
と
論
点

　

こ
の
部
分
は
、琉
球
側
の
中
国
学
識
者
へ
の
教
示
を
乞
う
問
い
か
け
か
ら
始
ま
り
、

こ
れ
に
応
じ
た
福
建
出
身
の
林
駿
声
に
よ
る
言
説
が
展
開
し
て
お
り
、
経
書
や
史
書

か
ら
の
抜
粋
を
交
え
な
が
ら
、
漢
代
以
降
の
廟
制
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て
説
明
し

て
お
り
、
そ
の
上
で
琉
球
側
の
個
別
的
な
事
情
を
考
慮
し
て
回
答
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、
兄
弟
が
常
に
同
一
の
昭
穆
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
最
初
の
質

問
に
つ
い
て
、
馬
端
臨
の
『
文
献
通
考３

』、
そ
し
て
『
五
礼
通
考
』
を
参
照
し
て４

、

後
者
所
引
の
万
斯
大
（
充
宗
）
と
蔡
徳
音
の
「
兄
弟
同
昭
穆
」
の
説
を
紹
介
し
妥
当

な
も
の
だ
と
主
張
す
る
。
こ
の
見
解
は
、「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
」
や

「
尚
家
文
書
」
第
二
二
号
「
御
廟
制
一
件
於
唐
習
請
来
候
様
北
京
大
通
事
当
山
里
之

子　

江
仰
渡
之
写
」、
同
第
二
四
号
「
御
廟
制
諸
書
抜
書
并
吟
味
書
」
で
も
明
確
に

示
さ
れ
て
お
り
、
清
代
中
国
人
の
基
調
的
認
識
で
あ
る
と
い
え
る５

。

　

そ
こ
で
、
柴
紹
炳
（
字

あ
ざ
な

虎
臣
）、
陳
祥
道
、
林
喬
蔭
の
所
説
や
そ
の
他
の
典
籍
が

ど
の
よ
う
な
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
の
か
、
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

　

柴
紹
炳
は
二
箇
所
で
引
用
さ
れ
て
お
り
、
後
漢
か
ら
の
「
同
堂
異
室
」
の
制
の
展

開
と
前
漢
に
お
け
る
不
適
切
な
祭
祀
、そ
し
て
唐
太
宗
（
李
世
民
）
が
亡
父
李
淵
（
高

祖
）
を
偲
ぶ
あ
ま
り
、
神
主
を
内
殿
に
奉
安
し
よ
う
と
す
る
こ
と
に
対
し
て
諫
言
し

て
太
廟
に
移
し
た
こ
と
、
王
朝
初
期
か
ら
皇
帝
の
祖
先
を
祀
り
七
廟
を
実
現
し
た
前

例
を
示
し
て
い
る
。

　

陳
祥
道
に
よ
る
と
、『
礼
記
』
を
敷
衍
し
て
身
分
に
よ
り
祖
先
祭
祀
の
対
象
が
決

ま
っ
て
お
り
、
遠
い
祖
先
は
廟
で
の
大
祭
例
祭
の
対
象
か
ら
外
れ
、
墠
壇
で
の
祭
祀

に
移
行
し
、「
鬼
」
と
し
て
直
接
祭
祀
す
る
対
象
で
は
な
く
な
る
と
い
う
。
天
子
で

も
遠
い
祖
先
の
祭
祀
を
簡
略
に
し
止
め
て
い
く
こ
と
が
礼
の
原
理
で
あ
る
と
い
う
。

　

林
喬
蔭
は
、
故
人
の
神
主
が
一
つ
だ
け
し
か
存
在
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
奉
先

殿
の
よ
う
な
宗
廟
と
は
別
の
祭
祀
施
設
が
あ
り
、
神
主
に
替
え
て
神
御
を
祀
る
慣
例

が
あ
る
こ
と
、
廟
が
一
棟
し
か
な
い
と
し
て
も
石
室
で
区
分
け
し
て
、
神
主
を
別
々

に
奉
安
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
ど
、上
古
の
よ
う
な
理
想
的
な
廟
制
で
は
な
く
、

中
国
で
も
漢
代
よ
り
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
実
際
の
廟
制
に
準
じ
て
、
限
定
さ

れ
た
規
模
と
範
囲
で
宗
廟
祭
祀
が
行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

　

な
お
、
林
駿
声
は
馬
端
臨
が
懸
念
す
る
「
対
偶
偏
枯
」
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
る

が
、
こ
れ
は
祫
祭
と
い
う
大
祭
を
行
う
際
に
顕
在
化
す
る
の
で
、
琉
球
人
が
直
接
関

係
す
る
事
柄
で
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
よ
り
む
し
ろ
、
首
里
城
内
の
寝
廟

が
認
め
ら
れ
る
の
か
と
い
う
点
と
一
度
祧
廟
と
し
た
神
主
を
太
廟
に
戻
す
こ
と
が
可

能
な
の
か
ど
う
か
、
そ
し
て
、
同
一
世
代
の
神
主
は
同
時
に
祧
廟
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
ど
う
か
、
そ
の
根
拠
を
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
当
山
里
主
親
雲
上
に

と
っ
て
重
要
で
あ
っ
た
。

　

寝
廟
に
関
し
て
は
、『
大
明
会
典
』『
五
礼
通
考
』
に
よ
り
、
神
主
以
外
の
「
神
御
」

を
奉
安
し
て
祖
先
を
祀
る
祭
祀
施
設
が
宋
代
以
降
あ
る
け
れ
ど
も
、
こ
れ
は
『
後
漢

書
』『
資
治
通
鑑
綱
目
』『
五
礼
通
考
』
が
批
判
す
る
漢
の
「
原
廟
」
と
は
異
な
る
存

在
で
あ
り
、
こ
れ
に
な
ぞ
ら
え
れ
ば
寝
廟
も
是
認
さ
れ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。

神
主
を
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
も
東
晋
や
唐
朝
の
前
例
が
あ
り
高
祖
父
ま
で
祀
る
た
め

に
む
し
ろ
必
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
他
の
中
国
人
論
者
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
の
替
わ
り
、
太
祖
を
例
外
と
し
て
遠
い
祖
先
の
祭
祀
よ
り
も
高
祖
父
以
下
の
父
祖

の
祭
祀
を
重
視
す
る
と
い
う
原
理
を
『
礼
記
』『
漢
書
』『
旧
唐
書
』『
唐
会
要
』
に

よ
り
説
く
。

　

そ
し
て
、
即
位
の
順
序
と
世
代
の
尊
卑
に
つ
い
て
、「
世
統
」
と
「
廟
統
」
と
し

て
区
別
の
方
途
を
探
る
琉
球
人
に
対
し
て
、
同
一
世
代
の
神
主
は
同
一
の
昭
穆
の
位

に
あ
る
の
で
、
叔
父
が
甥
の
後
に
即
位
し
て
も
兄
と
同
時
に
祧
廟
す
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。
翌
年
ま
で
は
琉
球
側
か
ら
異
論
は
出
な
か
っ
た
。
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廟
制
求
教　

上
巻

茲
有
懇
者

宗
廟
世
次
之
制
以
弟
繼
兄
同
爲
一
世
乎
抑
亦
各
爲
一
世
乎
以
叔
繼
姪
以
姪
繼
叔
各
爲

一
世
乎
抑
亦
竝
爲
一
世
乎

有
世
統
有
廟
統
二
者
有
異
乎

太
廟
寢
廟
其
無
廟
［
統
］
之
異
乎
但
廟
既
有
太
與
寢
之
分
則
統
亦
各
有
異
乎

尚
穆
以
來
亦
奉
祭
寢
廟
可
乎
倘
可
奉
祭
寢
廟
則
設
立
一
座
總
牌
序
列
各
位
神
號
可
乎

抑
必
以
一
位
各
立
一
牌
可
乎

五
世
以
外
神
主
亦
奉
寢
廟
之
中
可
以
竝
祭
乎

若
竝
祭
當
理
則
五
服
以
内
各
立
神
主
五
服
以
外
別
設
總
牌
分
別
昭
穆
竝
記
諸
位
神
號

可
乎

尚
穆
之
主
既
遷
於
祧
廟
既
遷
之
主
仍
可
以
入
寢
廟
乎

以
上
諸
條

伏
乞
老
先
生
大
人
考
之
經
傳
參
以
諸
儒
注
疏
之
說
且
按
本
朝
法
制
詳
賜
批
覆
以
便
遵

循
實
爲
感
甚

咸
豐
四
年
十
二
月　
　

日　

琉
球
國
都
通
事　

阮
孝
銓
頓
首
拜
求

茲
に
懇た

の

む
者
有
り
。

宗
廟
世
次
の
制
、
弟
を
以
て
兄
を
継
げ
ば
、
同
じ
く
一
世
と
為
す
か
。
抑

そ
も
そ
も

亦
た

各

お
の
お
の

一
世
と
為
す
か
。
叔
を
以
て
姪
を
継
ぎ
、
姪
を
以
て
叔
を
継
げ
ば
、
各

お
の
お
の

一
世
と
為

す
か
。
抑

そ
も
そ
も

亦
た
並
び
に
一
世
と
為
す
か
。

世
統
有
り
。
廟
統
有
り
。
二
者
異
な
る
こ
と
有
る
か
。

太
廟
・
寝
廟
、
其
れ
廟
［
統
］
の
異
な
る
こ
と
無
き
か
。
た
だ
廟
既
に
太
と
寝
と
の

分
有
れ
ば
、
則
ち
統
も
亦
た
各

お
の
お
の

異
な
る
こ
と
有
る
か
。

尚
穆
以
来
、
亦
た
寝
廟
に
奉
祭
す
る
は
可
な
ら
ん
か
。
倘も

し
寝
廟
に
奉
祭
す
可
き
な

れ
ば
、
則
ち
一
座
の
総
牌
を
設
立
し
、
各
位
の
神
号
を
序
列
す
る
は
可
な
ら
ん
か
。

抑そ
も
そ
も

必
ず
一
位
を
以
て
各

お
の
お
の

一
牌
を
立
つ
る
は
可
な
ら
ん
か
。

五
世
以
外
の
神
主
も
亦
た
寝
廟
の
中
に
奉
り
、
以
て
並
祭
す
可
き
か
。

若
し
並
祭
理
に
当
ら
ば
、
則
ち
五
服
以
内
は
、
各

お
の
お
の

神
主
を
立
て
、
五
服
以
外
は
、

別
に
総
牌
を
設
け
、
昭
穆
を
分
別
し
、
並
び
に
諸
位
の
神
号
を
記
す
は
可
な
ら
ん
か
。

尚
穆
の
主
既
に
祧
廟
に
遷
せ
し
が
、
既
に
遷
す
の
主
仍
お
以
て
寝
廟
に
入
る
可
け

ん
や
。

以
上
諸
条
、
伏
し
て
老
先
生
大
人
に
乞
う
に
、
之
を
経
伝
に
考
え
、
参
す
る
に
諸
儒

注
疏
の
説
を
以
て
し
、
且
つ
本
朝
の
法
制
を
按
じ
、
詳
賜
批
覆
せ
ら
れ
、
以
て
遵
循

に
便
な
ら
し
む
。
実
に
感
を
為
す
こ
と
甚
し
。

咸
豊
四
年
十
二
月　
　

日　

琉
球
国
都
通
事　

阮
孝
銓
頓
首
拝
求
す
。

宗
廟
之
制
以
昭
穆
爲
世
次
昭
常
爲
昭
穆
常
爲
穆
此
父
子
相
繼
之
常
耳
設
或
以
弟
繼

兄
以
兄
繼
弟
或
以
叔
繼
姪
則
世
次
難
定
而
禮
經
又
無
明
文
先
儒
所
由
聚
訟
也
如
以

兄
弟
同
爲
一
世
則
同
昭
穆
必
至
如
馬
端
臨
所
云
或
昭
多
穆
少
或
昭
少
穆
多
有
創
造

煩
擾
對
偶
偏
枯
之
慮
如
以
兄
弟
各
爲
一
世
則
異
昭
穆
必
至
如
馬
端
臨
所
云
商
武
丁

祀
不
及
曾
祖
唐
懿
宗
祀
不
及
高
祖
而
二
者
皆
不
能
無
弊
惟
萬
充
宗
折
衷
諸
說
而
有

同
廟
異
室
之
制
蔡
氏
復
推
廣
其
說
以
兄
弟
同
爲
一
世
同
祔
一
廟
而
爲
二
室
以
叔
姪

各
爲
一
世
而
叔
可
祔
於
姪
之
父
廟
亦
爲
二
室
祧
則
竝
祧
毀
則
竝
毀
昭
穆
可
以
不
紊

惟
祫
祭
於
太
廟
則
各
就
立
之
先
後
以
爲
班
蓋
兄
弟
叔
姪
之
序
不
先
君
臣
也
此
固
斟

酌
盡
善
變
通
而
不
失
其
正
可
爲
宗
廟
世
次
之
準
矣
然
古
者
主
各
一
廟
故
同
廟
異
室

之
說
可
行
今
則
相
承
漢
制
已
皆
同
堂
異
室
矣
如
以
兄
弟
竝
奉
一
室
於
禮
亦
未
便
宜

推
廣
蔡
氏
之
說
更
立
同
室
異
祏
之
制
稍
爲
間
隔
卽
有
君
臣
之
分
不
至
顯
然
相
臨
而

昭
穆
亦
可
不
紊
惟
祫
祭
之
日
升
主
於
堂
則
就
立
之
先
後
以
爲
序
祭
畢
仍
反
主
於
祏

如
是
則
廟
統
定
世
統
亦
因
而
定
矣

宗
廟
の
制
、
昭
穆
を
以
て
世
次
と
為
し
、
昭
は
常
に
昭
為
り
、
穆
は
常
に
穆
為
り
、

此こ
れ

父
子
相
い
継
ぐ
る
の
常
な
る
の
み
。
設も

し
或
い
は
弟
を
以
て
兄
を
継
ぎ
、
兄
を
以

て
弟
を
継
ぎ
、
或
い
は
叔
を
以
て
姪
を
継
げ
ば
、
則
ち
世
次
定
め
難
く
、
而
し
て
礼
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経
に
又
た
明
文
無
く
、
先
儒
の
由
り
聚
訟
す
る
所
な
り
。
如
し
兄
弟
を
以
て
同
じ
く

一
世
と
為
さ
ば
、
則
ち
昭
穆
を
同
じ
く
し
、
必
ず
馬
端
臨
の
云
う
所
の
如
き
、
或
い

は
昭
多
く
穆
少
く
、
或
い
は
昭
少
く
穆
多
く
、
煩
擾
を
創
造
し
対
偶
偏
枯
の
慮
有
る

に
至
る
（
一
）。
如
し
兄
弟
以
て
各

お
の
お
の

一
世
と
為
さ
ば
、
則
ち
昭
穆
を
異
に
し
、
必
ず

馬
端
臨
の
云
う
所
の
、
商
武
丁
の
祀
曾
祖
に
及
ば
ず
、
唐
懿
宗
の
祀
高
祖
に
及
ば
ず
、

而
し
て
二
者
皆
な
弊
を
無
く
す
こ
と
能
は
ざ
る
が
如
き
に
至
る
（
二
）。
惟た

だ

万
充
宗

諸
説
を
折
衷
し
、而
し
て
同
廟
異
室
の
制
有
り
。
蔡
氏
復
た
其
の
説
を
推
広
し（
三
）、

兄
弟
を
以
て
同
じ
く
一
世
と
為
し
同
に
一
廟
に
祔
し
而
し
て
二
室
を
為
し
、
叔
姪
を

以
て
各

お
の
お
の

一
世
と
為
し
而
し
て
叔
は
姪
の
父
廟
に
祔
す
可
く
、
亦
た
二
室
を
為
し
、

祧
す
れ
ば
則
ち
並
び
に
祧
し
、
毀
て
ば
則
ち
並
び
に
毀
ち
、
昭
穆
以
て
紊み

だ

れ
ざ
る
可

し
。
惟た

だ

太
廟
に
祫
祭
す
れ
ば
、
則
ち
各

お
の
お
の

立
つ
る
の
先
後
に
就
き
て
以
て
班
と
為
す
。

蓋
し
兄
弟
叔
姪
の
序
君
臣
に
先
に
せ
ざ
る
な
り
。
此
固も

と

よ
り
斟
酌
し
善
を
尽
し
変
に

通
じ
而
し
て
其
の
正
し
き
を
失
わ
ず
、
宗
廟
世
次
の
準
為
る
可
し
。
然
る
に
古い

に
し
え者

の

主

各
お
の
お
の

一
廟
な
り
。
故
に
同
廟
異
室
の
説
行
う
可
し
。
今
則
ち
相
い
漢
の
制
を
承
け

已
に
皆
な
同
堂
異
室
な
り
。
如
し
兄
弟
を
以
て
一
室
に
並
奉
す
れ
ば
礼
に
於
て
亦
た

未
だ
便
な
ら
ず
。
宜
し
く
蔡
氏
の
説
を
推
広
し
、
更さ

ら

に
同
室
異
祏
の
制
を
立
て
、
稍や

や

間
隔
を
為
す
べ
し
。
即
ち
君
臣
の
分
有
り
て
顕
然
と
し
て
相
い
臨
む
に
至
ら
ず
、
而

し
て
昭
穆
も
亦
た
紊み

だ

れ
ざ
る
可
し
。
惟た

だ

祫
祭
の
日
に
主
を
堂
に
升
せ
ば
、
則
ち
立
つ

る
の
先
後
に
就
き
以
て
序
と
為
し
、
祭
畢お

わ

り
仍
て
主
を
祏
に
反
す
。
是
く
の
如
く
す

れ
ば
則
ち
廟
統
定
ま
り
、
世
統
も
亦
た
因
り
て
定
ま
る
。

　

 （
一
）　

馬
端
臨
（
撰
）『
文
献
通
考
』
巻
九
四
、
宗
廟
考
四
、「
其
昭
穆
不
順
者
、

又
不
可
升
祔
、
則
必
須
逐
代
旋
行
位
置
営
建
而
後
可
。
而
其
地
又
拘
於
中
門
之
内

太
祖
廟
之
左
右
、
創
造
煩
擾
、
非
所
以
寧
神
明
、
対
偶
偏
枯
、
又
無
以
聳
観
視
、

似
反
不
如
漢
代
之
毎
帝
建
廟
、
各
在
一
所
、
東
都
以
来
之
同
堂
異
室
、
共
為
一
廟

之
混
成
也
」。

　

 （
二
）　

馬
端
臨
（
撰
）『
文
献
通
考
』
巻
九
四
、
宗
廟
考
四
、「
姑
以
祖
丁
為
昭
言

之
、
則
南
庚
至
小
乙
皆
祖
丁
子
属
、
倶
当
為
穆
、
是
一
昭
五
穆
、
而
武
丁
所
祀
上

不
及
曾
祖
、
未
当
祧
、
而
祧
者
四
世
矣
」「
唐
懿
宗
之
時
、
所
謂
六
廟
者
、
憲
宗
・

穆
宗
・
敬
宗
・
文
宗
・
武
宗
・
宣
宗
是
也
。
然
穆
宗
・
宣
宗
皆
憲
宗
之
子
、
敬
宗
・

文
宗
・
武
宗
又
皆
穆
宗
之
子
、
姑
以
憲
宗
為
昭
言
之
、
則
穆
・
宣
為
穆
、
敬
・
文
・

武
為
昭
、
是
四
昭
二
穆
、
而
懿
宗
所
祀
上
不
及
高
祖
、
未
当
祧
、
而
祧
者
三
世
矣
。

蓋
至
此
則
不
特
昭
穆
之
位
偏
枯
、
而
祧
遷
之
法
亦
復
紊
乱
」。

　

 （
三
）　

秦
蕙
田
（
撰
）『
五
礼
通
考
』
巻
五
九
、
吉
礼
、
宗
廟
制
度
、「
蕙
田
案
、

昭
穆
之
説
、
何
氏
洵
直
為
的
、
至
朱
子
始
詳
然
、
馬
貴
与
（
馬
端
臨
）
猶
有
昭
穆

偏
枯
祧
遷
紊
乱
之
疑
、
万
充
宗
拠
兄
弟
同
昭
穆
之
義
、
定
為
同
廟
異
室
之
制
、
則

世
次
不
紊
、
而
廟
制
有
常
、
不
唯
補
先
儒
之
闕
、
直
可
為
万
世
之
典
矣
」。

　
　
　

 

萬
［
氏
］
斯
大
曰
（
一
）
昭
穆
之
［
爲
］
義
生
於

（
于
）

太
廟
［
中
］
祫
祭
位
郷

而
子
孫
因
之
以
定
其
世
次
故
父
子
異
昭
穆
而
兄
弟
則
同
昭
穆
（
…
）
若
夫

廟
制
則
一
準
王
制
之
言
太
祖
而
下
其
爲
父
死
子
繼
之
常
也
則
一
廟
一
主
三

昭
三
穆
而
不
得
少
其
爲
兄
弟
相
繼
之
變
也
則
同
廟
異
室
亦
三
昭
三
穆
而
不

得
多
觀
考
工
記
匠
人
營
國
所
載
世
室
明
堂
皆
五
室
知
同
廟
異
室
古
人
［
或
］

已
有
通
其
變
者
正
不
得
指
之
爲
後
人
之
臆
見
也
得
乎
此
制
則
位
置
井
然
雖

如
殷
之
兄
弟
四
人
相
繼
亦
豈
有
昭
多
穆
少
或
昭
少
穆
多
如
馬
端
臨
所
謂
對

偶
偏
枯
之
慮
哉
朱
子
周
九
廟
圖
（
二
）
可
［
以
］
處
常
而
不
可
［
以
］
處

變
故
孝
王
以
叔
居
子
列
弟
處
孫
行
遂
使
夷
王
以
穆
而
居
昭
厲
王
以
昭
而
居

穆
蓋
亦
未
酌
乎
此
制
也

　
　
　

 （
一
）　

原
文
は
、
万
斯
大
「
兄
弟
同
昭
穆
」（『
学
礼
質
疑
』、『
皇
清
経
解
』

巻
四
九
収
録
）
参
照
。「
兄
弟
則
同
昭
穆
」、「
兄
弟
則
昭
穆
同
」。

　
　
　

 （
二
）　

「
朱
子
周
九
廟
圖
」、「
朱
子
之
圖
」（『
五
礼
通
考
』
巻
五
九
、
吉
礼
、

宗
廟
制
度
）。

　
　
　

 

万
氏
斯
大
曰
く
（
一
）、「
昭
穆
の
義
、
太
廟
中
祫
祭
の
位
の
郷む

き

に
於
て
生
じ
、
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而
し
て
子
孫
之
に
因
り
、
以
て
其
の
世
次
を
定
む
。
故
に
父
子
昭
穆
を
異
に

し
て
兄
弟
は
則
ち
昭
穆
同
じ
。（
…
）
夫
の
廟
制
の
若
き
は
、
則
ち
王
制
の

言
に
一
準
す
れ
ば
（
二
）、太
祖
而
下
、其
れ
父
死
し
子
継
ぐ
る
の
常
為
る
や
、

則
ち
一
廟
一
主
に
し
て
三
昭
三
穆
、
而
し
て
少
き
を
得
ず
。
其
れ
兄
弟
相
い

継
ぐ
る
の
変
為
る
や
、
則
ち
同
廟
異
室
も
亦
た
三
昭
三
穆
、
而
し
て
多
き
を

得
ず
。
考
工
記
匠
人
営
国
の
載
す
る
所
を
観
る
に
、
世
室
・
明
堂
皆
な
五
室

（
三
）、
周
の
同
廟
異
室
な
る
を
知
る
。
古
人
或
い
は
已
に
其
の
変
に
通
ず

る
者
有
り
、
正
に
之
を
指
し
後
人
の
臆
見
と
為
す
を
得
ざ
る
な
り
。
此
の
制

を
得
れ
ば
、
則
ち
位
置
井
然
と
し
て
、
殷
の
兄
弟
四
人
相
い
継
ぐ
が
如
き
と

雖
ど
も
、
亦
た
豈
に
昭
多
く
穆
少
く
或
い
は
昭
少
く
穆
多
く
、
馬
端
臨
の
謂

う
所
の
対
偶
偏
枯
の
慮
る
が
如
き
有
ら
ん
や
（
四
）、
朱
子
の
図
、
以
て
常

に
処
る
可
く
而
れ
ど
も
以
て
変
に
処
る
可
か
ら
ず
（
五
）、
故
に
孝
王
叔
を

以
て
子
の
列
に
居
り
、
弟
孫
の
行
に
処
り
、
遂
に
夷
王
を
し
て
穆
を
以
て
而

し
て
昭
に
居
ら
し
め
、
厲
王
昭
を
以
て
而
し
て
穆
に
居
ら
し
む
。
蓋
し
亦
た

未
だ
此
の
制
を
酌
む
べ
か
ら
ず
か
」
と
。

　
　
　

 （
一
）　

万
斯
大
「
兄
弟
同
昭
穆
」（『
学
礼
質
疑
』、『
皇
清
経
解
』
巻
四
九
、『
五

礼
通
考
』
巻
五
九
、
収
録
）。

　
　
　

 （
二
）　

『
礼
記
』
王
制
、「
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
、
与
太
祖
之
廟
而
七
」。

　
　
　

 （
三
）　

十
三
経
注
疏
『
周
礼
注
疏
』
巻
四
一
、
冬
官
考
工
記
下
、
匠
人
「
夏

后
氏
世
室
堂
脩
二
七
広
四
脩
一
。
五
室
三
四
歩
四
三
尺
」。
鄭
玄
注
「
世
室

者
宗
廟
也
」、
唐
・
賈
公
彦
疏
「
釈
曰
云
、
五
室
象
五
行
者
、
以
其
宗
廟
制

如
明
堂
、
明
堂
之
中
有
五
天
帝
・
五
人
帝
・
五
人
神
之
坐
皆
法
五
行
、
故
知

五
室
象
五
行
也
」。同
上
経
文「
周
人
明
堂
度
九
尺
之
筵
東
西
九
筵
南
北
七
筵
。

堂
崇
一
筵
五
室
凡
室
二
筵
」。
鄭
玄
注
「
明
堂
者
明
政
教
之
堂
」、
賈
公
彦
疏

「
此
三
者
或
挙
宗
廟
或
挙
王
寝
或
挙
明
堂
、
互
言
之
以
明
其
同
制
者
、
互
言

之
者
、
夏
挙
宗
廟
則
王
寝
・
明
堂
亦
与
宗
廟
同
制
也
。
殷
挙
王
寝
則
宗
廟
・

明
堂
亦
与
王
寝
同
制
也
。
周
挙
明
堂
則
宗
廟
・
王
寝
亦
与
明
堂
制
同
也
」。

　
　
　

 （
四
）　

「
対
偶
偏
枯
」、
馬
端
臨
（
撰
）『
文
献
通
考
』
巻
九
四
、
宗
廟
考
四

を
参
照
。

　
　
　

 （
五
）　

「
朱
子
之
図
」、「
朱
子
周
九
廟
図
」
は
「
周
七
廟
図
」
の
下
に
収
録
。

『
朱
文
公
文
集
』
巻
六
九
、
雑
著
、「
禘
祫
議
」
参
照
。

　
　

 

蔡
氏
曰
特
是
父
死
子
繼
昭
穆
之
廟
得
其
常
如
兄
終
弟
及
或
以
兄
繼
弟
以
叔
繼
姪

則
昭
穆
之
廟
際
其
變
考
之
商
書
云
七
世
之
廟
而
禮
天
子
七
廟
三
昭
三
穆
與
太
祖

之
廟
而
七
則
毎
一
世
而
一
廟
明
矣
故
父
子
異
昭
穆
而
各
爲
一
世
兄
弟
同
昭
穆
而

竝
爲
一
世
各
爲
一
世
則
祔
於
祖
而
各
居
一
廟
竝
爲
一
世
卽
祔
於
其
兄
同
居
一
廟

而
異
其
室
蓋
禮
祔
必
以
其
昭
穆
故
孫
祔
於
祖
子
不
祔
於
父
弟
可
祔
於
兄
士
虞
禮

所
謂
以
其
班
祔
也
孫
祔
於
祖
則
有
祔
必
有
遷
有
遷
必
有
祧
而
同
班
之
廟
皆
毀
弟

祔
於
兄
則
有
祔
而
無
所
遷
亦
無
所
祧
但
毀
其
兄
廟
之
室
竝
爲
三

（
二
）

室
兄
居
第
一
室

弟
居
第
二
室
耳
如
三
人
祔
則
竝
爲
三
室
一
居
中
二
居
左
三
居
右
四
人
祔
則
竝
爲

四
室
一
居
中
之
左
二
居
中
之
右
三
居
左
四
居
右
五
人
祔
則
竝
爲
五
室
一
居
中
二

居
中
之
左
三
居
中
之
右
四
居
左
五
居
右
古
者
廟
皆
有
五
室
故
五
人
竝
祔
而
不
嫌

多
廟
後
之
寢
其
室
數
亦
同
於
廟
而
各
藏
其
廟
主
之
衣
冠
也
如
弟
先
立
而
兄
繼
之

亦
同
祔
一
廟
而
爲
二
室
但
弟
當
居
第
一
室
兄
當
居
第
二
室
其
祫
祭
之
位
則
弟
與

兄
同
班
而
兄
必
位
於
弟
之
下
兄
弟
之
序
不
先
君
臣
故
也
如
姪
先
立
而
叔
繼
之
則

叔
當
祔
於
姪
之
父
廟
而
異
其
室
然
不
嫌
躋
於
姪
之
上
者
同
昭
穆
則
有
嫌
異
昭
班

（
穆
）

［
則
無
嫌
也
至
祫
祭
於
太
廟
則
叔
必
與
姪
之
子
同
班
］
叔
姪
之
序
亦
不
先
君
臣

故
也
兄
弟
既
同
廟
異
室
故
祔
則
竝
祔
遷
則
竝
遷
祧
則
同
祧
是
以
昭
穆
不
紊
而
廟

數
有
常
也
（
一
）

　
　
　

 （
一
）　

 
秦
蕙
田
（
撰
）『
五
礼
通
考
』
巻
五
九
、
吉
礼
、
宗
廟
制
度
。

　
　

 

蔡
氏
曰
く
（
一
）、「
特た

だ

是
父
死
し
子
継
げ
ば
昭
穆
の
廟
其
の
常
を
得
る
の
み
。

如
し
兄
終
り
弟
及
び
、
或
い
は
兄
を
以
て
弟
を
継
ぎ
、
叔
を
以
て
姪
を
継
が
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ば
、
則
ち
昭
穆
の
廟
其
の
変
に
際あ

う
。
之
を
考
う
る
に
、
商
書
に
云
う
「
七
世

ノ
廟
」（
二
）、
而
ち
礼
に
「
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
、
太
祖
の
廟
と
与
に
し
て

七
」
と
あ
れ
ば（
三
）、
則
ち
一
世
毎
に
而
ち
一
廟
な
る
は
明
ら
か
な
り
。
故
に

父
子
昭
穆
を
異
に
し
て
而
ち
各

お
の
お
の

一
世
と
為
し
、
兄
弟
は
昭
穆
を
同
じ
く
し
て

而
ち
並
び
に
一
世
と
為
し
、
各

お
の
お
の

一
世
と
為
す
れ
ば
則
ち
祖
に
於
て
祔
し
、
而

し
て
各

お
の
お
の

一
廟
に
居
り
、
並
び
に
一
世
と
為
せ
ば
、
即
ち
其
の
兄
に
於
て
祔
せ

ば
一
廟
に
同
居
し
、
而
れ
ど
も
其
の
室
を
異
に
す
。
蓋
し
礼
に
「
祔
ス
ル
ニ
ハ

必
ズ
其
ノ
昭
穆
ヲ
以
テ
ス
」
と（
四
）。
故
に
孫
は
祖
に
於
て
祔
し
、
子
は
父
に

於
て
祔
さ
ず
、
弟
は
兄
に
於
て
祔
す
可
し
。
士
虞
礼
の
所
謂
「
其
ノ
班
ヲ
以
テ

祔
ス
ナ
リ
」（
五
）。
孫
は
祖
に
於
て
祔
す
れ
ば
、
則
ち
祔
す
こ
と
有
れ
ば
必
ず

遷
す
こ
と
有
り
、
遷
す
こ
と
有
れ
ば
必
ず
祧
す
こ
と
有
り
、
而
し
て
同
班
の
廟

皆
な
毀
ち
、
弟
は
兄
に
於
て
祔
す
れ
ば
、
則
ち
祔
す
こ
と
有
り
て
而
ち
遷
す
所

無
く
、
亦
た
祧
す
る
所
無
く
、
た
だ
其
の
兄
廟
の
室
を
毀
ち
並
び
に
二
室
と
為

し
、
兄
は
第
一
室
に
居
り
、
弟
は
第
二
室
に
居
る
の
み
。
如
し
三
人
祔
さ
ば
則

ち
並
び
に
三
室
と
為
し
、
一
は
中
に
居
り
、
二
は
左
に
居
り
、
三
は
右
に
居
ら

し
め
。
四
人
祔
さ
ば
則
ち
並
び
に
四
室
と
為
し
、
一
は
中
の
左
に
居
り
、
二
は

中
の
右
に
居
り
、
三
は
左
に
居
り
、
四
は
右
に
居
ら
し
め
、
五
人
祔
さ
ば
則
ち

並
び
に
五
室
と
為
し
、
一
は
中
に
居
り
、
二
は
中
の
左
に
居
り
、
三
は
中
の
右

に
居
り
、
四
は
左
に
居
り
、
五
は
右
に
居
ら
し
む
。
古い

に
し
え者

の
廟
は
皆
な
五
室
有

り
、
故
に
五
人
並
祔
し
て
而
れ
ど
も
多
き
を
嫌
わ
ず
。
廟
後
の
寝
、
其
の
室
数

も
亦
た
廟
と
同
じ
く
し
、
而
し
て
各
其
の
廟
主
の
衣
冠
を
蔵
む
な
り
。
如
し
弟

先
に
立
ち
而
し
て
兄
之
を
継
ぐ
る
も
亦
た
同
じ
く
一
廟
に
祔
し
而
し
て
二
室
と

為
す
。
た
だ
弟
は
当
に
第
一
室
に
居
る
べ
く
、兄
は
当
に
第
二
室
に
居
る
べ
し
。

其
の
祫
祭
の
位
は
則
ち
弟
は
兄
と
与
に
班
を
同
じ
く
し
、
而
し
て
兄
必
ず
弟
の

下
に
位
す
。
兄
弟
の
序
、
君
臣
よ
り
先
に
せ
ざ
る
故
な
り
。
如
し
姪
先
に
立
ち

而
し
て
叔
之
を
継
が
ば
、
則
ち
叔
は
当
に
姪
の
父
廟
に
祔
し
て
其
の
室
を
異
に

す
べ
し
。
然
れ
ば
姪
の
上
を
躋
む
を
嫌
わ
ざ
る
者
な
り
。
昭
穆
を
同
じ
く
す
れ

ば
則
ち
嫌
有
り
、
昭
穆
を
異
に
す
れ
ば
則
ち
嫌
無
き
な
り
。
祫
祭
に
至
り
て
は

太
廟
に
於
て
す
れ
ば
、
則
ち
叔
は
必
ず
姪
の
子
と
与
に
班
を
同
じ
く
す
。
叔
姪

の
序
も
亦
た
君
臣
よ
り
先
に
せ
ざ
る
故
な
り
。
兄
弟
既
に
同
廟
異
室
な
り
、
故

に
祔
せ
ば
則
ち
並
祔
し
、
遷
せ
ば
則
ち
並
遷
し
、
祧
せ
ば
則
ち
同
に
祧
し
、
是こ

こ

を
以
て
昭
穆
紊み

だ

れ
ず
而
し
て
廟
数
に
常
有
る
な
り
。

　
　

 （
一
）　

蔡
徳
晋
の
言
説
。
秦
蕙
田
（
撰
）『
五
礼
通
考
』
巻
五
九
、
吉
礼
、
宗

廟
制
度
。

　
　

 （
二
）　

『
書
経
』
咸
有
一
徳
、「
嗚
呼
。
七
世
之
廟
、
可
以
観
徳
。
万
夫
之
長
、

可
以
観
政
」。

　
　

 （
三
）　

『
礼
記
』
王
制
、「
天
子
七
廟
、
三
昭
三
穆
、
与
太
祖
之
廟
而
七
」。

　
　

 （
四
）　

『
礼
記
』
喪
服
小
記
、「
祔
必
以
其
昭
穆
。
諸
侯
不
得
祔
於
天
子
、
天
子

諸
侯
大
夫
可
以
祔
於
士
」。

　
　

 （
五
）　

十
三
経
注
疏
『
儀
礼
注
疏
』
巻
四
三
、
士
虞
礼
、「
明
日
以
其
班
祔
」。

賈
公
彦
疏
「
若
無
祖
則
祔
于
高
祖
、
以
其
祔
必
以
昭
穆
。
孫
与
祖
昭
穆
同
、
故

間
一
以
上
」。

　
　

 

柴
虎
臣
曰
後
漢
明
帝
［
又
］
尊
儉
自
抑
遺
詔
無

（
母
）

起
寢
廟
但
藏
其
主
於

（
于
）

光
武
廟
中

更
衣
別
室
其
後
章
帝
又
復
如
之
後
世
遂
不
敢
加
而
公
私
之
廟
皆
爲
同
堂
異
室
之

制
自
此
始
云
按
漢
初
承
秦
之
敝
毎
帝
卽
世
輒
立
一
廟
不
止
於

（
于
）

七
不
列
昭
穆
迭
毀

誠
爲
非
古
而
東
都
廟
制
代
代
稱
宗
未
嘗
有
祧
遷
尤
爲
失
之
失
也

　
　

 
柴
虎
臣
曰
く
（
一
）、「
後
漢
の
明
帝
も
又
た
倹
を
尊
び
自
抑
し
、
遺
詔
し
寝
廟

を
起
こ
す
こ
と
無
か
ら
し
む
。
た
だ
其
の
主
を
光
武
廟
中
の
更
衣
別
室
に
蔵
め

し
め
、
其
の
後
、
章
帝
も
又
た
復
す
る
こ
と
之
が
如
し
。
後
世
遂
に
敢
て
加
え
ず
、

而
し
て
公
私
の
廟
皆
な
同
堂
異
室
の
制
を
為
す
こ
と
此
自
り
始
る
と
云
う
」。「
按

ず
る
に
、
漢
初
秦
の
敝
を
承
け
、
帝
毎
に
即
ち
世
と
し
輒
ち
一
廟
を
立
て
七
に
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止
ま
ら
ず
、
昭
穆
に
列
ね
ず
迭
毀
誠
に
古
に
非
ざ
る
を
為
す
、
而
し
て
東
都
の

廟
制
は
代
代〝
宗
〟
と
称
し
（
二
）、
未
だ
嘗
て
祧
遷
有
ら
ず
、
尤
も
失
の
失
と

為
す
な
り
」
と
。

　
　
　

 （
一
）　

柴
紹
炳
（
撰
）『
省
軒
考
古
類
編
』
巻
二
、
宗
廟６

。

　
　
　

 （
二
）　

『
文
献
通
考
』
巻
九
二
、
宗
廟
考
二
に
お
け
る
馬
端
臨
の
言
を
参
照
。

「
按
西
都
郊
祀
之
制
、
因
秦
五
畤
未
嘗
有
祭
天
之
礼
。
東
都
宗
廟
之
制
、
代

代
称
宗
、
未
嘗
有
祧
遷
之
法
。
此
二
失
者
、
因
循
既
久
、
不
能
革
正
。
然
郊

天
之
礼
、
至
王
莽
而
後
定
、
七
廟
之
法
、
至
董
卓
而
後
定
。
蓋
権
姦
擅
国
、

意
所
欲
行
、
不
復
依
違
顧
忌
、
故
反
能
矯
累
代
之
失
。
然
礼
雖
稍
正
、
而
国

且
亡
矣
、
可
勝
慨
哉
」。
前
漢
で
は
武
帝
・
宣
帝
・
元
帝
を
世
宗
・
中
宗
・

高
宗
に
奉
っ
た
。宗
と
は
大
い
な
る
徳
の
あ
る
祖
先
に
対
す
る
特
別
な
追
号
。

後
漢
で
は
末
期
に
「
功
徳
無
殊
而
有
過
差
」
と
し
て
和
帝
以
下
の
宗
称
が
除

か
れ
た
（『
後
漢
書
』
蔡
邕
伝
）。

左
傳
曰
典
司
宗
祏
又
曰
孔
悝
反
祏
於
西
圃
杜
預
曰
宗
祏
宗
廟
中
藏
主
石
室
孔
穎
達
曰

宗
祏
者
於
廟
之
北
壁
内
為
石
室
以
藏
木
主
有
事
則
出
而
祭
之
既
祭
納
於
石
室
祏
字
從

示
神
之
也
按
祏
如
今
所
立
之
神
龕
漢
舊
儀
曰
已
葬
収
主
爲
木
亟
卽
是
謂
也

左
伝
に
曰
く
「
宗
祏
ヲ
典
司
セ
シ
ム
」
と
（
一
）。
又
た
曰
く
「（
孔
悝
）
反
リ
テ
西

圃
ヲ
リ
祏
セ
シ
ム
」
と
（
二
）。
杜
預
曰
く
「
宗
祏
と
は
、
宗
廟
中
の
主
を
蔵
む
る

石
室
な
り
」
と
。
孔
穎
達
曰
く
「
宗
祏
と
は
廟
の
北
壁
の
内
に
於
て
石
室
を
為
り
以

て
木
主
を
蔵
め
、
事
有
ら
ば
則
ち
出
し
て
之
を
祭
る
、
既
に
祭
れ
ば
石
室
に
於
て
納

む
、
祏
の
字
は
示
に
従
い
之こ

れ

を
神
と
す
な
り
」。
按
ず
る
に
、
祏
は
今
の
立
つ
る
所

の
神
龕
が
如
し
。
漢
の
旧
儀
に
曰
く
「
已
に
主
を
葬
収
す
れ
ば
木
と
為
す
」
と
（
三
）。

亟
む
れ
ば
即
ち
是
の
謂
な
り
。

　

 （
一
）　

十
三
経
注
疏
『
春
秋
左
伝
正
義
』
荘
公
十
四
年
、
左
氏
伝
「
先
君
桓
公
命

我
先
人
典
司
宗
祏
」、
杜
預
注
「
桓
公
鄭
始
受
封
君
也
。
宗
祏
宗
廟
中
蔵
主
石
室
、

言
已
世
為
宗
廟
守
臣
」、
孔
穎
達
疏
「
宗
祏
者
、
慮
有
非
常
火
災
、
於
廟
之
北
壁

内
為
石
室
以
藏
木
主
、
有
事
則
出
而
祭
之
、
既
祭
納
於
石
室
、祏
字
従
示
神
之
也
」。

新
た
に
鄭
の
君
主
と
な
っ
た
厲
公
に
仕
え
る
こ
と
を
拒
否
し
て
殺
さ
れ
た
原
繁
に

つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
鄭
の
宗
廟
に
は
木
主
を
収
め
る
た
め
に
「
石

室
」
が
あ
り
、
こ
れ
を
代
々
守
る
役
職
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
。

　

 （
二
）　

十
三
経
注
疏
『
春
秋
左
伝
正
義
』
哀
公
十
六
年
、
左
氏
伝
「
及
西
門
、
使

貳
車
反
祏
於
西
圃
。
子
伯
季
子
初
為
孔
氏
臣
新
登
于
公
、
請
追
之
遇
載
祏
者
殺
而

乗
其
車
、
許
公
為
反
祏
」。
杜
預
注
「
使
副
車
還
取
廟
主
西
圃
孔
子
廟
所
在
祏
蔵

主
石
函
」。
孔
悝
（
こ
う
か
い
）
が
衛
を
出
奔
す
る
際
、
孔
氏
の
廟
か
ら
木
主
を

収
め
る
「
石
函
」
ご
と
車
に
移
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
祏
」
は
廟
室
に
固
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

 （
三
）　

後
漢
・
衛
宏
（
撰
）『
漢
旧
儀
』（
叢
書
集
成
初
編
）
に
該
当
箇
所
な
し
。

古
者
前
廟
後
寢
廟
以
存
主
寢
以
藏
衣
冠
月
祭
於
廟
四
時
薦
新
於
寢
寢
廟
無
統
其
世

次
準
諸
太
廟
蓋
皆
四
親
之
屬
〈
四
親
高
曾
祖
禰
也
〉
故
禮
有
特
加
而
祧
廟
無
寢
享

嘗
而
已
所
謂
禮
以
義
斷
也
使
已
祧
之
主
仍
可
奉
祭
於
寢
則
親
盡
可
以
不
祧
卽
祧
亦

可
以
設
寢
矣
夫
宗
廟
之
禮
有
隆
必
有
殺
混
而
同
之
則
親
者
反
疏
人
主
事
宗
廟
之
心

欲
專
不
欲
分
等
而
視
之
則
敬
者
反
褻
漢
立
原
廟
設
寢
於
陵
已
非
古
制
必
欲
推
情
廣

祀
如
宋
之
欽
先
孝
恩
殿
明
之
奉
先
殿
亦
足
以
展
孝
恩
何
必
奉
祭
於
寢
以
混
四
親
殊

失
親
親
之
本
意
哉

古い
に
し
え者

は
前
廟
後
寝
な
り
。
廟
は
以
て
主
を
存
し
、
寝
は
以
て
衣
冠
を
蔵
め
、
月
祭
は

廟
に
於
て
し
、
四
時
薦
新
は
寝
に
於
て
し
、
寝
廟
に
統
無
し
。
其
の
世
次
諸こ

れ

を
太
廟

に
準

な
ぞ
ら

う
。
蓋
し
皆
な
四
親
の
属
〈
四
親
と
は
高
・
曾
・
祖
・
禰
〉
な
り
。
故
に
礼
に

特
に
加
う
而
れ
ど
も
祧
廟
に
寝
無
く
享
嘗
有
る
の
み
。
所
謂
礼
は
義
を
以
て
断
ず
る

な
り
。
已
に
祧
す
る
主
を
し
て
仍
て
寝
に
於
て
奉
祭
せ
し
む
可
し
と
す
れ
ば
、
則
ち

親
尽
く
る
も
以
て
祧
さ
ざ
る
可
く
、
即た

と

い
祧
す
る
も
亦
た
以
て
寝
を
設
く
可
し
。
夫
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れ
宗
廟
の
礼
に
隆
有
り
、
必
ず
殺
混
有
り
而
れ
ど
も
之
を
同
じ
う
す
れ
ば
、
則
ち
親

し
き
者
は
反
て
疏う

と

ん
ぜ
ら
る
。
人
主
宗
廟
に
事つ

か

う
る
の
心
、
専
を
欲
す
。
等
を
分
つ

を
欲
せ
ず
而
し
て
之
を
視
れ
ば
、
則
ち
敬
い
は
反
て
褻み

だ

る
。
漢
の
原
廟
を
立
て
寝
を

陵
に
於
て
設
く
る
は
已
に
古
制
に
非
ず
。必
ず
情
を
推
し
祀
を
広
げ
ん
と
欲
す
れ
ば
、

宋
の
欽
先
孝
恩
殿
、
明
の
奉
先
殿
の
如
き
も
亦
た
以
て
孝
恩
を
展の

ば
す
に
足
る
。
何

ぞ
必
ず
寝
に
於
て
奉
祭
し
以
て
四
親
に
混ま

ぜ
、
殊こ

と

に
親
親
の
本
意
を
失
う
哉
。

　
　

 

祭
法
曰
諸
侯
［
立
］
五
廟
一
壇
一
墠
曰
考
廟
曰
王
考
廟
曰
皇
考
廟
皆
月
祭
之
顯

考
廟
祖
考
廟
享
嘗
乃
止
去
祖
爲
壇
去
壇
爲
墠
壇
墠
有
禱
焉
祭
之
無
禱
乃
止
去
墠

爲
鬼

　
　

 

祭
法
に
曰
く
「
諸
侯
ハ
五
廟
ヲ
立
ツ
、
一
壇
一
墠
ア
リ
、
曰
ク
考
廟
、
曰
ク
王

考
廟
、
曰
ク
皇
考
廟
、
皆
ナ
月
ゴ
ト
ニ
之
ヲ
祭
ル
。
顕
考
廟
・
祖
考
廟
ハ
享
嘗

シ
テ
乃
チ
止
去
ム
。
祖
ヲ
去
ル
ヲ
壇
ト
為
シ
、
壇
ヲ
去
ル
ヲ
墠
ト
為
ス
。
壇
墠

禱
ル
コ
ト
有
レ
バ
之
ヲ
祭
リ
、
禱
ル
コ
ト
無
ケ
レ
バ
乃
チ
止
ム
。
墠
ヲ
去
ル
ヲ

鬼
ト
為
ス
」（
一
）。

　
　
　

 （
一
）　

『
礼
記
』
祭
法
を
参
照
。

　
　

 

陳
祥
道
曰
祭
法
言
天
子
至
士
立
廟
之
制
多
與
禮
異
其
言
壇
墠
等
威
之
辨
理
或
有

之
蓋
先
王
之
於
祖
有
仁
以
盡
其
愛
有
義
以
斷
其
恩
近
則
月
祭
遠
則
享
嘗
在
祧
無

寢
去
祧
無
廟
此
以
義
處
仁
也
去
祧
爲
壇
去
壇
爲
墠
壇
墠
之
設
爲
其
無
廟
而
不
忍

忘
焉
此
以
仁
存

（
行
）

義
也
蓋
禱
祈
則
出
其
主
於
壇
墠
而
祭
之
既
事
則
復
其
主
於
廟
而

藏
之
惟
禘
祫
與
載
之
出
疆
然
後
在
祭
告
之
列
其
他
不
與

（
預
）

也

　
　

 

陳
祥
道
曰
く
（
一
）、「
祭
法
の
天
子
よ
り
士
に
至
る
廟
を
立
つ
る
の
制
を
言
う

に
、多
く
礼
と
其
の
言
を
異
に
し
（
二
）、壇
墠
等
の
威
の
辨
理
或
い
は
之
有
り
。

蓋
し
先
王
の
祖
に
於
け
る
や
、
仁
有
り
て
以
て
其
の
愛
を
尽
く
し
、
義
有
り
て

以
て
其
の
恩
を
断
つ
。
近
け
れ
ば
則
ち
月
祭
し
、
遠
け
れ
ば
則
ち
享
嘗
す
。
祧

に
在
り
て
は
寝
無
く
、
祧
を
去
れ
ば
廟
無
し
。
此こ

れ

義
を
以
て
仁
に
処
す
な
り
。

祧
を
去
れ
ば
壇
を
為
し
、
壇
を
去
れ
ば
墠
を
為
し
、
壇
墠
の
設
く
る
は
其
の
廟

無
く
而
し
て
忘
る
る
を
忍
び
ざ
る
為
な
り
。
此こ

れ

仁
を
以
て
義
を
行
う
な
り
。
蓋

し
禱
祈
す
れ
ば
則
ち
其
の
主
を
ば
壇
墠
よ
り
出
し
て
之
を
祭
り
、
既
に
事
う
れ

ば
則
ち
其
の
主
を
廟
に
復
し
て
之
を
蔵
む
、
惟た

だ

禘
祫
と
之
を
載
せ
出
疆
と
は
、

然
る
後
に
祭
告
の
列
に
在
り
て
、
其
の
他
は
預
ら
ざ
る
な
り
」。

　
　
　

（
一
）　

北
宋
・
陳
祥
道
（
撰
）『
礼
書
』
巻
六
八
、
壇
墠
を
参
照
。

　
　
　

 （
二
）　

『
礼
記
』
祭
法
、「
天
下
有
王
、
分
地
建
国
、
置
都
立
邑
、
設
廟
祧
壇

墠
而
祭
之
」「
大
夫
立
三
廟
二
壇
」「
適
士
二
廟
一
壇
」「
官
師
一
廟
、曰
考
廟
」。

な
お
、
庶
士
庶
民
に
廟
を
建
て
る
必
要
は
無
い
。
亡
者
は
た
だ
ち
に
「
鬼
」

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。

　
　

 

周
禮
隷
僕
掌
五
寢
之
掃
除
糞
洒
之
事
祭
祀
修
寢
大
喪
復
於
大
寢
小
寢
鄭
氏
注
云

五
寢
五
廟
之
寢
周
天
子
七
廟
唯
祧
無
寢
詩
曰
寢
廟
繹
繹
相
連
貌
也
小
寢
高
祖
以

下
廟
之
寢
始
祖
曰
大
寢

　
　

 『
周
礼
』
に
「
隷
僕
、
五
寝
ノ
掃
除
・
糞
洒
ノ
事
ヲ
掌
ル
。
祭
祀
ア
レ
バ
修
寝

ヲ
修
ム
」「
大
喪
ア
レ
バ
大
寝
・
小
寝
ニ
於
ヒ
テ
復
ス
」
と
（
一
）。
鄭
氏
注
し

て
云
く
「
五
寝
五
廟
の
寝
な
り
。
周
天
子
七
廟
唯
だ
祧
あ
り
寝
無
し
。
詩
に
曰

く
（
二
）、
寝
廟
繹
繹
と
し
て
相
い
連
ぬ
る
貌
な
り
」（
三
）。「
小
寝
は
高
祖
以

下
の
廟
の
寝
な
り
。
始
祖
は
大
寝
と
曰
う
」
と
（
四
）。

　
　

 （
一
）　

十
三
経
注
疏
『
周
礼
注
疏
』
巻
三
一
、
夏
官
司
馬
下
「
隷
僕
掌
五
寝
之

掃
除
糞
洒
之
事
、
祭
祀
修
寝
、
行
洗
乗
石
、
掌
蹕
宮
中
之
事
、
大
喪
復
于
小
寝

大
寝
」。
糞
洒
と
は
払
っ
て
洗
い
流
し
浄
め
る
こ
と
。
乗
石
は
祭
主
が
車
に
乗

り
込
む
際
に
足
を
置
く
石
。

　
　

 （
二
）　

十
三
経
注
疏
『
儀
礼
注
疏
』
巻
二
四
、
聘
礼
「
郷
館
於
大
夫
、
大
夫
館

於
士
、
士
館
於
工
商
」
賈
公
彦
注
疏
「
鄭
注
云
、
五
寝
五
廟
之
寝
、
天
子
七
廟
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唯
祧
無
寢
。
詩
云
寝
廟
奕
奕
相
連
之
貌
、
故
左
伝
云
大
叔
之
廟
在
道
南
、
其
寝

在
道
北
、
是
其
前
曰
廟
後
曰
寝
、
工
商
則
寢
而
巳
者
、
案
爾
雅
釋
宮
云
、
室
有

東
西
廂
曰
廟
、
注
云
夾
室
前
堂
又
云
無
東
西
廂
有
室
曰
寝
、
注
云
但
有
大
室
是

其
自
士
以
上
有
廟
者
必
有
寝
、
庶
人
在
官
者
工
商
之
等
有
寝
者
則
無
廟
故
祭
法

云
庶
士
庶
人
無
廟
祭
於
寢
是
也
」。

　
　

 （
三
）　

同
（
一
）、
鄭
注
「
五
寝
五
廟
寝
也
。
周
天
子
七
廟
惟
祧
無
寝
。
詩
云

寝
廟
繹
繹
相
連
貌
也
。
前
曰
廟
後
寝
、
氾
掃
曰
掃
、
掃
席
前
曰
拚
洒
灑
也
。
鄭

司
農
云
洒
当
為
灑
。
玄
謂
『
論
語
』
曰
子
夏
之
門
人
当
洒
掃
応
対
」。『
論
語
』

子
張
、「
子
游
曰
、
子
夏
之
門
人
小
子
、
当
洒
掃
応
対
進
退
則
可
、
抑
末
也
」。

　
　

 （
四
）　

同
（
一
）、
鄭
注
「
小
寝
高
祖
以
下
廟
之
寝
也
。
始
祖
曰
大
寝
」、
唐
・

賈
公
彦
疏
「
釈
曰
、
以
祭
、
隷
僕
職
卑
位
小
、
故
使
之
復
於
小
寝
也
、
以
其
高

祖
已
上
廟
称
小
、
始
祖
廟
称
大
、
故
寝
亦
随
廟
為
称
」。

　
　

 

林
喬
蔭
曰
天
子
諸
侯
四
廟
以
祀
繼
世
之
常
而
卽
有
寢
以
通
繼
及
之
變
故
禰
祖
曾

高
之
廟
後
各
爲
寢
天
子
竝

（
并
）

太
祖
爲
五
寢
諸
侯
太
祖
無
寢
則
四
寢
也

　
　

 

林
喬
蔭
曰
く
（
一
）、「
天
子
諸
侯
の
四
廟
、
以
て
世
を
継
ぐ
る
の
常
を
祀
り
、

而
し
て
即
ち
寝
有
り
以
て
継
及
の
変
を
通
す
。
故
に
禰
・
祖
・
曾
・
高
の
廟
後

に
各

お
の
お
の

寝
を
為
し
、
天
子
並
び
に
太
祖
は
五
寝
を
為
し
、
諸
侯
の
太
祖
は
寝
無

け
れ
ば
則
ち
四
寝
な
り
」
と
。

　
　
　

 （
一
）　

清
・
林
喬
蔭
（
撰
）『
三
礼
陳
数
求
義
』
巻
八
、
廟
祧７
。

　
　

 

陳
祥
道
曰
月
令
仲
春
天
子
乃
鮮
羔
□

［
開
］

氷
先
薦
寢
廟
季
春
天
子
始
乘
舟
薦
鮪
於

（
于
）

寢

廟
孟
夏
天
子
乃
以
彘
嘗
麥
先
薦
寢
廟
仲
夏
天
子
乃
以
雛
嘗
黍
羞
以
含
桃
先
薦
寢

廟
孟
秋
天
子
嘗
新
先
薦
寢
廟
季
冬
命
漁
師
始
漁
天
子
親
往
乃
嘗
魚
先
薦
寢
廟

（
…
）
儀
禮
士
喪
禮
朔
月
奠
用
特
豚
魚
腊
陳
三
鼎
有
薦
新
如
朔
奠
（
…
）
漢
惠

帝
時
叔
孫
通
曰
古
者
有
春
嘗
果
方
今
櫻
桃
熟
可
獻
遂
獻
宗
廟
諸
果
之
獻
由
此
興

魏
初
高
堂
隆
按
舊
典
天
子
諸
侯
月
有
祭
事
其
孟
月
則
四
時
之
祭
也
三
牲
黍
稷
時

物
咸
備
（
一
）
其
仲
月
季
月
皆
薦
新
之
祭
也

　
　
　

 （
一
）　

「
三
牲
黍
稷
時
物
咸
備
」、
こ
の
一
文
は
、
こ
の
箇
所
に
な
い
。
陳
祥

道
（
撰
）『
礼
書
』
巻
六
九
、
寝
廟
薦
新
下
。

　
　

 

陳
祥
道
曰
く
（
一
）、「
月
令
に
、
仲
春
、
天
子
乃
チ
羔
ヲ
献
ジ
氷
（
冰
）
を
開

キ
先
ヅ
寝
廟
ニ
薦
ム
。
季
春
、
天
子
メ
テ
始
舟
ニ
乗
ル
。
鮪
ヲ
寝
廟
ニ
薦
ム
。

孟
夏
、
天
子
乃
チ
彘
ヲ
以
テ
麦
ヲ
嘗
メ
、
先
ヅ
寝
廟
ニ
薦
ム
。
仲
夏
、
天
子
乃

チ
雛
ヲ
以
テ
黍
ヲ
嘗
ム
。羞す

す

ム
ル
ニ
含
桃
ヲ
以
テ
シ
、先
ヅ
寝
廟
ニ
薦
ム
。孟
秋
、

天
子
新
ヲ
嘗
ム
、
先
ヅ
寝
廟
ニ
薦
ム
。
季
冬
、
漁
師
ニ
命
ジ
テ
始
メ
テ
漁
セ
シ

ム
。
天
子
親
ラ
往
キ
、
乃
チ
魚
ヲ
嘗な

ム
。
先
ヅ
寝
廟
ニ
薦
ム
、
と
あ
り
（
二
）。

儀
礼
士
喪
礼
に
、
朔
月
ノ
奠
用
、
特
ニ
豚
魚
ヲ
三
鼎
ニ
腊
陳
ス
（
三
）、
と
。

新
を
薦
む
こ
と
朔
奠
の
如
き
有
り
。
漢
惠
帝
の
時
、
叔
孫
通
曰
く
、
古
者
に
春

の
嘗
果
有
り
、
方
今
、
櫻
桃
熟
し
献
ず
可
し
（
四
）、
と
。
遂
に
宗
廟
に
献
じ
、

諸
果
の
献
、
此
に
由
り
興
る
。
魏
の
初
、
高
堂
隆
旧
典
を
按
ず
る
に
、
天
子
諸

侯
、
月
に
祭
事
有
り
、
其
れ
孟
月
は
則
ち
四
時
の
祭
な
り
」
と
。
三
牲
黍
稷
の

時
物
咸
な
備
わ
り
、
其
の
仲
月
季
月
皆
な
新
を
薦
む
の
祭
な
り
（
五
）。

　
　
　

（
一
）　

陳
祥
道
（
撰
）『
礼
書
』
巻
六
九
、
寝
廟
薦
新
上
・
下
を
参
照
。

　
　
　

 （
二
）　

『
礼
記
』
月
令
の
仲
春
・
季
春
・
孟
夏
・
仲
夏
・
孟
秋
・
季
冬
の
各

月
を
参
照
。

　
　
　

 （
三
）　

十
三
経
注
疏
『
儀
礼
注
疏
』
巻
三
七
、
士
喪
礼
「
朔
月
奠
用
特
豚
魚

腊
陳
三
鼎
、
如
初
東
方
之
饌
亦
如
之
」。

　
　
　

（
四
）　

『
漢
書
』
巻
四
三
、
叔
孫
通
伝
を
参
照
。

　
　
　

 （
五
）　

陳
祥
道
は
「
古
者
祭
必
卜
日
而
薦
新

0

0

0

0

0

0

0

0

0

不
択
□
祭
有
尸
而
薦
、
無
尸

以
至
出
不
神
主
、
奠
而
不
祭
、
有
時
物
而
無
三
牲
黍
稷
、
此
為
新
之
大
略

也
」
と
い
っ
て
い
る
。
た
だ
南
宋
・
李
燾
（
撰
）『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
巻

二
九
九
、
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
七
月
丁
亥
条
に
評
定
礼
文
所
の
言
と
し
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て
「
古
者
薦
新
于
廟
之
寝
、
無
尸
、
不
卜
日
、
不
出
神
主
、
奠
而
不
祭
。
近0

時
乃
択
日
而
薦
非

0

0

0

0

0

0

0

也
」、「
若
天
子
諸
侯
、
物
熟
則
薦
、
不
限
孟
仲
季
月

0

0

0

0

0

0

、
故

月
令
孟
夏
薦
麦
、
孟
秋
薦
稲
。
魏
高
堂
隆
曰
、
天
子
諸
侯
以
仲
月
季
月
薦
新
。

蓋
失
之
也

0

0

0

0

。
礼
文
残
欠
、
経
之
所
載
、
止
於
四
物
而
已
」
と
あ
る
。
陳
祥
道

は
鄭
玄
の
説
を
退
け
る
た
め
に
高
堂
隆
を
引
い
て
い
る
が
、
評
定
礼
文
所
に

よ
る
と
、
天
子
諸
侯
の
場
合
、「
薦
新
之
祭
」
は
仲
月
季
月
だ
け
で
な
く
孟

月
に
も
行
わ
れ
る
。
ま
た
、「
礼
曰
、
未
嘗
不
食
新
。
言
新
物
之
出
、
未
薦

寝
廟
、
則
人
子
不
忍
食
新
、
孝
恭
之
道
也
」
と
い
い
、
初
物
は
ま
ず
先
祖
に

捧
げ
て
か
ら
で
な
い
と
食
す
る
気
に
な
ら
な
い
の
で
、
廟
の
寝
で
随
時
捧
げ

る
の
が
本
来
の
あ
り
方
だ
と
い
う
。「
寝
廟
」
と
い
う
の
は
廟
・
寝
を
合
わ

せ
た
称
謂
。

　
　

 

通
鑑
綱
目
原
廟
之
作
始
於
惠
帝
（
…
）
自
是
之
後
皆
以
原
廟
便
於
用
俗
禮
而
美

觀
其
去
古
人
重
宗
廟
之
意
遠
矣

　
　

 『
通
鑑
綱
目
』
に
「
原
廟
の
作
す
は
恵
帝
よ
り
始
り
、（
…
）
是
自
り
の
後
、
皆

な
原
廟
を
以
て
俗
礼
を
用
う
る
に
於
て
便
に
し
て
美
観
な
り
、
其
れ
古
人
宗
廟

を
重
ず
る
の
意
を
去
る
こ
と
遠
し
」（
一
）
と
あ
り
。

　
　
　

 （
一
）　

朱
熹
（
撰
）『
資
治
通
鑑
綱
目
』
巻
三
、
孝
恵
皇
帝
四
年
「
立
原
廟
」

に
お
け
る
南
朝
宋
・
斐
駰
の
『
史
記
集
解
』
の
言
（『
四
庫
全
書
』
収
録
の
『
御

批
資
治
通
鑑
綱
目
』
巻
三
上
「
立
原
廟
」）
を
参
照
。

　
　

後
漢
書
祭
祀
志
古
不
墓
祭
漢
諸
陵
皆
有
園
寢
承
秦
所
爲
也

　
　

 『
後
漢
書
』
祭
祀
志
に
「
古
は
墓
祭
せ
ず
。
漢
の
諸
陵
に
皆
な
園
寝
有
る
は
、

秦
の
為
す
所
を
承
く
な
り
」
と
あ
り
（
一
）。

　
　
　

（
一
）　

『
後
漢
書
』
祭
祀
下
、
宗
廟
を
参
照
。

　
　

 

五
禮
通
考
古
者
宗
廟
之
制
前
殿
後
寢
室マ

マ

（
爾
雅
曰
）
有
東
西
廂
曰
廟
無
［
東
西
］

廂
有
室
曰
寢
廟
是
棲
神
之
處
故
在
前
寢
是
藏
衣
冠
之
處
故
在
後
自
漢
以
來
建

（
廟
在
）廟

宮
城
外
已
非
一
日
故
宋
建
欽
先
孝
恩
殿
於
宮
中
崇
政
［
殿
］
之
東
以
奉
神
御
今

太
廟
［
祭
祀
］
已
有
定
制
請
於
乾
淸
宮
左
別
建
奉
先
殿
以
奉
神
御

　
　

 『
五
礼
通
考
』。
古い

に
し
え者

の
宗
廟
の
制
、
前
殿
後
寝
な
り
。『
爾
雅
』
に
曰
く
、
東

西
廂
有
れ
ば
廟
と
曰
い
、
東
西
廂
無
く
室
有
れ
ば
寝
と
曰
う
。
廟
は
是
れ
棲
神

の
処
な
り
。
故
に
前
に
在
り
。
寝
は
是
れ
衣
冠
を
蔵
む
る
の
処
な
り
。
故
に
後

に
在
り
。
漢
よ
り
以
来
、
廟
の
宮
城
の
外
に
在
る
こ
と
已
に
一
日
に
非
ず
。
故

に
宋
は
欽
先
孝
恩
殿
を
宮
中
崇
政
殿
の
東
に
建
て
以
て
神
御
を
奉
ず
。
今
、
太

廟
の
祭
祀
已
に
定
制
有
れ
ば
、
請
う
ら
く
は
乾
清
宮
の
左
に
別
に
奉
先
殿
を
建

て
以
て
神
御
を
奉
ぜ
ん
こ
と
を
（
一
）。

　
　

 　

（
一
）　

こ
の
部
分
は
、
明
初
の
陶
凱
の
言
で
あ
る
（
乾
隆
『
続
文
献
通
考
』

巻
八
〇
、
宗
廟
一
「
明
太
祖
洪
武
三
年
十
二
月
建
奉
先
殿
」）。

　
　

 

大
明
會
典
洪
武
三
年
冬
以
太
廟
時
享
未
足
以
展
孝
恩
始
於
乾
淸
宮
別
建
奉
先
殿

朝
夕
焚
香
朔
望
瞻
拜
時
節
獻
新
生
忌
致
祭
用
常
饌
行
家
□

［
人
］

禮

　
　

 『
大
明
会
典
』
に
「
洪
武
三
年
冬
（
一
三
七
〇
）、
太
廟
の
時
享
、
未
だ
以
て
孝

恩
を
展
ば
す
に
足
ら
ざ
る
を
以
て
、
始
め
て
乾
清
宮
に
於
て
別
に
奉
先
殿
を
建

つ
。
朝
夕
焚
香
し
、
朔
望
瞻
拝
し
、
時
節
に
新
を
献
じ
、
生
忌
に
祭
を
致
し
、

常
饌
を
用
て
家
人
の
礼
を
行
う
」
と
あ
り
（
一
）。

　
　

 　

（
一
）　

万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
八
九
、礼
部
四
七
、廟
祀
四
「
奉
先
殿
」
を
参
照
。

左
氏
曰
凡
君
祔
而
作
主
曲
禮
曰
措
之
廟
立
之
主
曰
帝
蓋
人
子
之
於
親
不
忍
一
日
使
無

依
焉
故
始
死
依
以
重
既
葬
依
以
主
重
埋
則
桑
主
作
桑
主
埋
則
栗
主
作
明
主
以
棲
神
不

容
有
二
也
既
練
則
祔
於
廟
而
寢
只
藏
衣
冠
不
更
設
主
明
所
尊
也
親
盡
則
遷
主
於
祧
去

祧
則
毀
壇
墠
卽
所
以
瘞
毀
主
也
漢
瘞
寢
園
晉
瘞
兩
階
猶
存
古
意
是
毀
主
尚
不
宜
藏
於
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祧
廟
況
更
立
於
寢
乎
古
者
支
子
就
封
之
國
立
廟
以
祀
所
自
出
之
祖
但
奉
衣
冠
不
得
設

主
是
廟
且
然
何
況
於
寢
唐
太
宗
欲
留
神
主
内
寢
以
申
如
在
之
敬
羣
臣
猶
力
爭
之
是
未

祧
之
主
尚
不
宜
奉
於
寢
更
何
論
遷
主
準
此
而
推
則
寢
廟
不
得
立
主
有
斷
然
者

左
氏
曰
く
「
凡
ソ
君
薨
ズ
レ
バ
卒
哭
シ
テ
祔
シ
祔
シ
テ
主
ヲ
作
リ
、特
ニ
主
ヲ
祀
ル
」

と（
一
）。
曲
礼
に
曰
く「
之
ヲ
廟
ニ
措
キ
、之
ガ
主
ヲ
立
ツ
ル
ニ
帝
ト
曰
フ
」と（
二
）。

蓋
し
人
が
子
の
親
に
於
け
る
や
一
日
も
依
る
無
か
ら
し
む
る
に
忍
び
ず
、
故
に
始
め

て
死
す
れ
ば
依
る
に
重
を
以
て
す
。
既
に
葬
す
れ
ば
依
る
に
主
を
以
て
し
、
重
埋
す

れ
ば
則
ち
桑
主
作
し
、
桑
主
埋
す
れ
ば
則
ち
栗
主
作
し
、
主
は
以
て
棲
神
し
二
有
る

を
容
れ
ざ
る
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
。
既
に
練
す
れ
ば
則
ち
廟
に
祔
し
而
し
て
寝
は

只
だ
衣
冠
を
蔵
む
る
は
、
更
に
主
を
設
け
ず
尊
ぶ
所
を
明
ら
か
に
二
す
る
な
り
。
親

尽
く
れ
ば
則
ち
主
を
祧
に
遷
し
、
祧
を
去
れ
ば
則
ち
壇
墠
を
毀
つ
は
、
即
ち
以
て
毀

主
を
瘞
む
所
な
り
。
漢
は
寝
園
に
瘞
め
（
三
）、
晋
は
両
階
に
瘞
む
る
は
（
四
）、
猶

お
古
意
を
存
す
。
是
れ
毀
主
す
ら
尚
お
宜
し
く
祧
廟
に
蔵
む
べ
か
ら
ず
、
況
ん
や
更

に
寝
に
立
つ
る
を
や
。
古い

に
し
え者

は
支
子
封
ぜ
ら
る
る
の
国
に
就
け
ば
、
廟
を
立
て
以
て

自
り
出
づ
る
所
の
祖
を
祀
る
（
五
）。
但
し
衣
冠
を
奉
り
主
を
設
く
る
を
得
ざ
る
は

是
れ
廟
す
ら
且
つ
然
り
、
何
ぞ
況
ん
や
寝
に
於
け
る
や
。
唐
太
宗
、
神
主
を
内
寝
に

留
め
以
て
在
す
が
如
き
の
敬
を
申
ば
さ
ん
と
欲
し
、
群
臣
猶
お
力
め
て
之
を
争
う
は

是
れ
未
だ
祧
さ
ざ
る
の
主
す
ら
尚
お
宜
し
く
寝
に
奉
る
べ
か
ら
ず
ん
ば
、
更
に
何
ぞ

主
を
遷
す
を
論
ぜ
ん
。
此
に
準
り
而
ち
推
せ
ば
則
ち
寝
廟
主
を
立
つ
る
を
得
ざ
る
こ

と
断
然
た
る
者
有
り
。

　

 （
一
）　

『
春
秋
左
氏
伝
』
僖
公
三
三
年
、「
凡
君
薨
、
卒
哭
而
祔
、
祔
而
作
主
、
特

祀
於
主
、
烝
嘗
禘
於
廟
」。

　

（
二
）　

『
礼
記
』
曲
礼
下
、「
措
之
廟
、
立
之
主
曰
帝
」。

　

（
三
）　

『
漢
書
』
巻
七
三
、
韋
玄
成
伝
を
参
照
。

　

（
四
）　

『
晋
書
』
巻
一
九
、
礼
志
上
、
永
和
二
年
（
三
四
六
）
の
虞
喜
の
言
を
参
照
。

　

 （
五
）　

『
通
典
』
巻
五
一
、「
兄
弟
倶
封
各
得
立
禰
廟
議
」
が
念
頭
に
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

　
　

檀
弓
曰
重
主
道
也
商
主
（
一
）
綴
重
焉
周
主
重
徹
焉

　
　
　

（
一
）　

「
商
主
」、『
礼
記
』
檀
弓
下
で
は
「
殷
主
」
に
作
る
。

　
　
　

 

檀
弓
に
曰
く
「
重

ち
ょ
う

ハ
主
道
ナ
リ
。
商
ハ
主
ア
リ
テ
重
ヲ
綴
ネ
、
周
ハ
主
ア
リ

テ
重
ハ
徹
ス
」
と
。「
重
」
は
神
籬
（
ひ
も
ろ
き
）
の
類
。

　
　
　

（
一
）　

『
礼
記
』
檀
弓
下
「
重
主
道
也
。
殷
主
綴
重
焉
、
周
主
重
徹
焉
」。

　
　

 

唐
書
禮
儀
志
謹
案
典
禮
虞
主
用
桑
練
主
用
栗
重
作
栗
主
則
埋
桑
主
所
以
神
無
二

主
猶
天
無
二
日
民

（
土
）

無
二
王
也

　
　

 『
唐
書
』
礼
儀
志
に
「
謹
ん
で
典
礼
を
案
ず
る
に
、
虞
主
は
桑
を
用
い
（
一
）、

練
主
は
栗
を
用
い
（
二
）、
栗
主
を
重
作
す
れ
ば
、
則
ち
桑
主
を
埋
む
。
神
に
二

主
無
き
所
以
に
し
て
、
猶
お
天
に
二
日
無
く
、
土
に
二
王
無
き
が
ご
と
き
な
り
」

と
あ
り
（
三
）。

　
　
　

 （
一
）　

虞
主
、
反
哭
（
葬
の
場
か
ら
帰
り
居
室
で
哭
す
る
）
の
後
に
行
う
虞

祭
の
際
に
立
て
る
神
主
。
十
三
経
注
疏
『
春
秋
公
羊
伝
注
疏
』
文
公
二
年
「
丁

丑
作
僖
公
主
」、伝
「
作
僖
公
主
者
何
為
僖
公
作
主
也
、主
者
曷
用
虞
主
用
桑
、

練
主
用
栗
、
用
栗
者
蔵
主
也
、
作
僖
公
主
何
以
書
、
譏
何
譏
爾
不
時
也
其
不

時
奈
何
欲
久
喪
而
後
不
能
也
」。

　
　
　

 （
二
）　

練
主
、
一
周
忌
明
け
の
喪
礼
で
あ
る
練
祭
の
際
に
立
て
る
神
主
。
公

羊
伝
・
文
公
二
年
「
練
主
用
栗
」
何
休
注
「
謂
期
年
練
祭
也
」。

　
　
　

 （
三
）　

『
旧
唐
書
』巻
二
六
、礼
儀
六
に
お
け
る
徳
宗
・
貞
元
一
五
年（
七
九
九
）

の
帰
崇
敬
の
上
奏
を
参
照
。

　
　

 

林
喬
蔭
曰
［
餘
則
親
盡
而
遷
於
祧
故
有
二
祧
一
］
昭
祧
所
藏
者
高
祖
之
祖
之
主

也
［
一
］
穆
祧
所
藏
者
高
祖
之
父
之
主
也
祧
盡
而
毀
毀
則
不
祀
而
瘞
之
其
瘞
之
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所
謂
之
壇
壇
者
封
土
之
名
蓋
近
墓
而
堀
坎
以
埋
封
土
以
識
焉
然
易
世
之
後
新
主

升
祔
則
由

（
自
）

禰
以
上
復
遞
遷
而
由
廟
入
祧
其
第
七
世
先
在
昭
祧
者
今
又
當
去
祧
就

瘞
瘞
亦
爲
壇
而
向
之
所
瘞
於
壇
者
則
改
稱
爲
墠
非
主
之
前
瘞
者
至
是
復
有
所
遷

易
也
蓋
始
瘞
之
時
以
主
之
所
在
封
土
爲
識
故
謂
之
壇
既
瘞
之
後
壇
之
位
如
故
而

因
有
所
禱
祈
則
於
此
加
掃
除
焉
卽
謂
之
墠
墠
者
除
地
之
名
是
瘞
主
之
處
皆
爲
壇

制
而
因
事
異
名
乃
有
墠
稱
故
曰
去
祧
爲
壇
去
壇
爲
墠
（
…
）
先
儒
誤
以
壇
墠
爲

宗
廟
之
外
別
立
此
二
處
爲
禱
祭
之
所
［
而
以
去
爲
去
此
卽
彼
之
去
］
又
以
禱
祭

亦
是
毎
歳
常
□

（
行
）

之
典
因
斥
祭
法
之
言
爲
衰
世
之
法
不
足
取
信
而
廟
主
之
當
毀
瘞

者
亦
不
知
其
瘞
於
何
所
或
則
謂
瘞
於
園
［（
此
漢
韋
元

（
玄
）

成
說
）］
或
則
［
謂
］
瘞

兩
階
間
［（
此
晉
虞
喜
說
）］
皆
以
未
見
於
經
各
爲
臆
說
遂
無
定
論
矣

　
　

 

林
喬
蔭
曰
く
（
一
）、「
余
は
則
ち
親
尽
く
れ
ば
而
ち
祧
に
遷
す
。
故
に
二
祧
有

り
。
一
は
昭
祧
の
蔵
む
所
の
者
、
高
祖
の
祖
の
主
な
り
。
一
は
穆
祧
の
蔵
む
所

の
者
、
高
祖
の
父
の
主
な
り
。
祧
尽
く
れ
ば
而
ち
毀
ち
、
毀
て
ば
則
ち
祀
ら
ず
、

而
し
て
之
を
瘞
む
。
其
れ
之
を
瘞
む
所
之
を
壇
と
謂
う
。
壇
と
は
封
土
の
名
な

り
。
蓋
し
墓
に
近
く
而
し
て
坎
を
堀
り
以
て
封
土
を
埋
め
以
て
識
す
。
然
る
に

易
世
の
後
、
新
主
升
祔
す
れ
ば
、
則
ち
禰
よ
り
以
上
も
復
た
逓
遷
し
而
し
て
廟

よ
り
入
祧
す
。
其
の
第
七
世
の
先
に
昭
祧
に
在
る
者
は
、
今
又
た
当
に
祧
を
去

り
瘞
に
就
き
、
瘞
も
亦
た
壇
を
為
し
、
而
し
て
向さ

き

の
壇
に
瘞
む
所
の
者
は
則
ち

称
を
改
め
墠
と
為
し
、
主
の
前
に
瘞
む
に
非
ざ
る
者
は
是
に
至
り
復
た
遷
易
す

る
所
有
る
な
り
。
蓋
し
始
め
て
瘞
む
る
の
時
、
主
の
在
り
し
所
の
封
土
を
以
て

識
と
為
し
、
故
に
之
を
壇
と
謂
う
、
既
に
瘞
る
の
後
、
壇
の
位
故
の
如
し
、
而

し
て
因
り
て
禱
祈
す
る
所
有
ら
ば
、
則
ち
此
に
於
て
掃
除
を
加
う
、
即
ち
之
を

墠
と
謂
う
、
墠
と
は
除
地
の
名
な
り
。
是こ

れ

主
を
瘞
む
の
処
皆
な
壇
と
為
し
、
制さ

だ

め
て
而
ち
事
に
因
り
名
を
異
に
し
、
乃
ち
墠
の
称
有
り
。
故
に
曰
く
「
祧
ヲ
去

リ
壇
ト
為
シ
、
壇
ヲ
去
リ
墠
ト
為
ス
」
と
（
二
）。
先
儒
誤
り
壇
・
墠
を
以
て

宗
廟
の
外
に
別
に
此
の
二
処
を
立
て
禱
祭
を
為
す
の
所
と
為
し
［
而
し
て
去
を

以
て
去
と
為
す
は
此
れ
即
ち
彼
の
去
る
な
り
］、
又
た
禱
祭
を
以
て
亦
た
是こ

れ

毎

歳
常
行
の
典
な
り
と
す
。
祭
法
の
言
を
斥
く
る
に
因
り
、
衰
世
の
法
為
り
て
信

を
取
る
に
足
ら
ず
、
而
し
て
廟
主
の
当
に
毀
瘞
す
べ
き
者
も
亦
た
其
の
何
れ
の

所
に
於
て
瘞
め
る
か
知
ら
ず
、
或
い
は
則
ち
園
に
瘞
む
と
謂
い
（
此
れ
漢
の
韋

玄
成
の
説
）、或
い
は
則
ち
両
階
の
間
に
瘞
む
と
謂
う
（
此
れ
晋
の
虞
喜
の
説
）。

皆
な
以
て
未
だ
経
に
於
て
見
え
ず
、
各

お
の
お
の

臆
説
を
為
し
、
遂
に
定
論
無
し
。

　
　
　

（
一
）　

清
・
林
喬
蔭
（
撰
）『
三
礼
陳
数
求
義
』
巻
八
、
廟
祧
。

　
　
　

（
二
）　

『
礼
記
』
祭
法
を
参
照
。

　
　

 

漢
書
韋
元

（
玄
）

成
等
議
太
上
孝
惠
廟
皆
親
盡
宜
毀
太
上
廟
主
宜
瘞
園
孝
惠
［
皇
帝
爲

穆
］
主
遷
於
太
祖
廟
寢
園
皆
無
復
修
奏
可

　
　

 『
漢
書
』
に
（
一
）、
韋
玄
成
等
議
す
ら
く
、
太
上
・
孝
恵
廟
皆
な
親
尽
く
れ
ば

宜
し
く
毀
つ
べ
し
、
太
上
廟
主
は
宜
し
く
園
に
瘞
む
べ
し
、
孝
惠
皇
帝
は
穆
為

れ
ば
主
は
太
祖
廟
に
遷
し
、
寝
園
は
皆
な
復
修
す
る
こ
と
無
か
れ
。
奏
可
す
、

と
あ
り
。

　
　
　

（
一
）　

『
漢
書
』
巻
七
三
、
韋
賢
伝
を
参
照
。

　
　

 

唐
會
要
正
觀
（
一
）
二
十
三
年
許
敬
宗
奏
言マ

マ

皇
祖
洪
（
二
）
農
府
君
廟
應
迭
毀

［
謹
］
按
舊
儀
漢
丞
相
韋
元
（
三
）
成
以
爲
毀
主
□
埋
（
四
）
但
萬
國
尊
饗
（
五
）

有
所
從
來
一
旦
瘞
藏
事
不
允
陋
晉
博
士
范
宣
意
欲
別
立
廟
宇
奉
征
西
等
主
安
置

其
中
方
之
瘞
埋
頗
叶
情
理
然
事
無
典
故
亦
未
合
儀
（
足
依
）
又
議
者
［
或
］
言

毀
主
藏
於

（
于
）

天
府
按
天
府
祥
瑞
所
藏
本
非
斯
意
今
準
量
（
六
）
去
祧
之
外
猶
有
壇

墠
祈
禱
所
及
竊
謂
合
□
（
七
）
今
時
廟
制
與
古
不
同
共
堂
別
室
西
方
爲
首
若
在

西
夾
之
中
仍
處
尊
位
祈
禱
則
祭
未
絶
祈
饗
（
八
）
方
諸
舊
儀
情
實
可
安
洪
農
府

君
廟
遠
親
殺
詳
據
舊
章
禮
合
迭
毀
臣
等
參
議
遷
奉
神
主
於
夾
室
本
情
篤
教（
九
）

在
理
爲
宏
（
一
〇
）
從
之

－ 12 －
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 （
一
）　

「
正
観
」、
貞
観
年
間
（
六
二
七
～
六
四
九
）。
北
宋
仁
宗
の
諱
「
禎
」

を
避
け
た
表
記
（
陳
垣
『
避
諱
挙
例
』
巻
三
）。
王
溥
（
撰
）『
唐
会
要
』
は

北
宋
太
宗
の
建
隆
二
年
（
九
八
一
）
に
成
立
し
て
お
り
、
そ
の
後
に
字
を
改

め
た
宋
本
を
参
照
し
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

　
　
　

 （
二
）　

「
皇
祖
洪
農
府
君
廟
」、「
宗
祖
弘
農
府
君
廟
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、

廟
制
度
）。
弘
は
乾
隆
帝
の
諱
。

　
　
　

（
三
）　

「
韋
元
成
」、「
韋
玄
成
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
四
）　

「
□
埋
」、「
瘞
埋
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
五
）　

「
尊
饗
」、「
宗
享
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
六
）　

「
準
量
」、「
准
量
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
七
）　

「
合
□
」、「
合
宜
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
八
）　

「
祈
饗
」、「
祇
享
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
九
）　

「
篤
教
」、「
篤
敬
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
一
〇
）　

「
宏
」、「
允
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　

 『
唐
会
要
』。
貞
観
二
十
三
年
［
八
月
二
十
三
日
］、（
礼
部
尚
書
）
許
敬
宗
奏
言

す
「
宗
祖
弘
農
府
君
は
応
に
迭
毀
す
べ
し
。
謹
ん
で
旧
儀
を
按
ず
る
に
、
漢
丞

相
韋
玄
成
以
為
え
ら
く
毀
主
は
瘞
埋
す
（
一
）、
と
。
但
し
万
国
宗
享
は
従
り

来
る
所
有
り
。
一
旦
瘞
蔵
す
れ
ば
、
事
陋
を
允
さ
ず
。
晋
の
博
士
范
宣
別べ

つ

に
廟

宇
を
立
つ
る
を
意
欲
し
、
征
西
等
の
主
を
奉
じ
其
の
中
に
安
置
す
（
二
）。
之

に
方
り
て
瘞
埋
す
る
は
、
頗
る
情
理
に
叶
う
。
然
れ
ど
も
事
に
典
無
く
、
故
に

亦
た
未
だ
儀
に
合
わ
ず
（
亦
た
未
だ
依
る
に
足
り
ず
）」
と
。
又
た
議
者
或
い

は
言
え
ら
く
「
毀
主
は
天
府
に
蔵
す
る
を
按
ず
る
に
、
天
府
は
祥
瑞
の
蔵
す
る

所
な
り
、
本
よ
り
斯
の
意
に
非
ず
。
今
、
准
量
す
る
に
、
去
祧
の
外
、
猶
お
壇
・

墠
有
り
、
祈
禱
の
及
ぶ
所
な
り
。
窃
か
に
謂
え
ら
く
合
宜
な
り
と
。
今
時
の
廟

制
、
古
と
同
じ
か
ら
ず
、
堂
を
共
に
し
室
を
別
ち
、
西
方
を
首
と
為
す
。
若
し

西
夾
の
中
に
在
り
て
、
仍
お
尊
位
に
処
ら
し
め
、
祈
禱
す
れ
ば
則
ち
祭
り
、
未

だ
祇
享
を
絶
た
ず
、
方
諸
の
旧
儀
、
情
実
安
ん
ず
可
し
。
弘
農
府
君
廟
は
遠
親

な
れ
ば
殺そ

ぐ
（
三
）。
詳
し
く
旧
章
に
拠
り
、
礼
は
合
に
迭
毀
す
べ
し
。
臣
等

参
議
す
る
に
、
神
主
を
夾
室
に
遷
奉
せ
ば
、
情
に
本
づ
き
敬
（
教
）
を
篤
く
す
、

理
に
在
り
て
允

ま
こ
と

為
ら
ん
」
と
。「
之
に
従
う
」
と
あ
り
（
四
）。

　
　
　

（
一
）　

 

後
漢
・
衛
宏
（
撰
）『
漢
旧
儀
』（
叢
書
集
成
初
編
）
に
該
当
箇
所
な
し
。

　
　
　

 （
二
）　

司
馬
懿
（
仲
達
、
宣
帝
）
の
四
親
祖
の
征
西
・
豫
章
・
穎
川
・
京

兆
四
主
に
対
す
る
回
答
。『
晋
書
』
巻
一
九
、
礼
志
上
、「
宜
思
其
変
、
則
築

一
室
、
親
未
尽
則
禘
祫
処
宣
帝
之
上
、
親
尽
則
無
縁
下
就
子
孫
之
列
」。

　
　
　

（
三
）　

弘
農
府
君
は
太
宗
か
ら
皇
位
を
継
承
し
た
高
宗
の
七
世
祖
。

　
　
　

 （
四
）　

原
文
は
、
後
晋
・
開
運
二
年
（
九
四
五
）
に
成
立
し
た
『
旧
唐
書
』

巻
二
五
、
礼
儀
志
五
の
貞
観
二
三
年
（
六
四
九
）
に
お
け
る
礼
部
尚
書
許
敬

宗
の
上
奏
を
参
照
。

　
　

 

林
喬
蔭
曰
大
戴
禮
諸
侯
遷
廟
之
文
但
有
奉
衣
服
無
奉
主
者
則
別
子
立
所
自
出
之

廟
或
主
□

（
命
）

而
以
幣
依
神
或
卽
守
祧
所
藏
先
王
之
遺
衣
服
奉
之
以
祀
固
［
必
］
不

有
主
及
禘
而
迎
神
就
祖
廟
祭
焉

　
　

 

林
喬
蔭
曰
く
（
一
）、「
大
戴
礼
が
諸
侯
遷
廟
の
文
、
但
だ
衣
服
を
奉
ず
る
こ
と

有
り
て
主
を
奉
ず
る
者
無
け
れ
ば
（
二
）、
則
ち
別
子
自
り
出
づ
る
所
の
廟
を

立
ち
、
或
い
は
主
命
、
而
ち
幣
を
以
て
神
を
依
ら
し
め
、
或
い
は
守
祧
の
蔵
む

所
の
先
王
の
遺
せ
し
衣
服
に
即
き
之
を
奉
り
以
て
祀
る
。
固
よ
り
必
ず
し
も
主

有
ら
ず
、
禘
す
る
に
及
ん
で
而
ち
迎
神
し
祖
廟
に
就
き
て
祭
る
」
と
。

　
　
　

（
一
）　

林
喬
蔭
（
撰
）『
三
礼
陳
数
求
義
』
巻
九
、
祭
序
を
参
照
。

　
　
　

（
二
）　

『
大
戴
礼
』
諸
侯
遷
廟
を
指
す
。

　
　

 

柴
虎
臣
曰
太
宗
貞
觀
九
年
高
祖
崩
增
修
太
廟
中
書
侍
郎
岑
文
本
議
曰
祖
鄭

元

（
玄
口
欠
画
）者

陳
四
廟
之
制
述
王
肅
者
引
七
廟
之
文
然
天
子
之
禮
上
不
逼
下
請
依
晉
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宋
故
事
立
親
廟
六
其
祖
宗
之
制
式
遵
舊
典
從
之
於
是
始
崇
弘マ

マ

農
府
君
及
高
祖

神
主
并
舊
四
室
爲
六
太
宗
崩
遷
弘マ

マ

農
於

（
于
）

夾
室
初
上
欲
留
神
主
内
寢
旦
夕
申
如

在
之
敬
英
國
等
爭
之
力
乃
許
祔
廟
如
禮

　
　

 

柴
虎
臣
曰
く
（
一
）、
太
宗
の
貞
観
九
年
（
六
三
五
）、
高
祖
崩
じ
太
廟
を
増
修

す
る
に
、
中
書
侍
郎
岑
文
本
議
し
て
曰
く
「
鄭
玄
を
祖
と
す
る
者
は
四
廟
の
制

を
陳
べ
（
二
）、
王
粛
を
述
ぶ
る
者
は
七
廟
の
文
を
引
く
（
三
）。
然
る
に
天
子

の
礼
は〝
上
は
下
に
逼せ

ま

ら
ず
〟（
四
）
と
。
請
う
ら
く
は
晋
・
宋
の
故
事
に
依
り
、

親
廟
六
を
立
て
、其
の
祖
宗
の
制
式
旧
典
に
遵

し
た
が

わ
ん
こ
と
を
」と
。「
之
に
従
う
」

と
あ
り
（
五
）。
是
に
於
て
始
め
て
弘
農
府
君
及
び
高
祖
神
主
を
崇
び
旧
四
室

を
并
せ
て
六
と
為
す
。
太
宗
崩
じ
弘
農
を
夾
室
に
遷
せ
し
が
、
初
、
上
神
主
を

内
寝
に
留
め
早
夕
在
す
が
如
き
の
敬
を
申の

ば

さ
ん
と
欲
す
る
も
、
英
国
等
之
を
争

い
力
め
、
乃
ち
祔
廟
を
許
す
こ
と
礼
の
如
し
（
六
）。

　
　
　

（
一
）　

柴
紹
炳
（
撰
）『
省
軒
考
古
類
編
』
巻
二
、
廟
祧
。

　
　
　

 （
二
）　

鄭
元
、
鄭
玄
。
元
は
避
諱
（
玄
は
康
熙
帝
の
諱
）。『
礼
記
』
王
制
の

「
天
子
七
廟
」
に
つ
い
て
、
周
の
文
王
・
武
王
の
廟
を
「
不
毀
の
廟
」
と
し

て
、
太
祖
と
四
親
祖
の
廟
を
合
わ
せ
た
も
の
と
し
、
他
の
王
朝
で
は
太
廟
の

み
が
「
不
毀
の
廟
」
に
該
当
す
る
と
し
た
。

　
　
　

 （
三
）　

王
粛
。
三
国
魏
の
人
。
鄭
玄
の
説
を
否
定
し
、
周
の
文
王
・
武
王
の

廟
を
別
枠
の
「
二
祧
」
と
し
て
、太
祖
と
天
子
の
四
親
祖
に
加
え
て
五
世
祖
・

六
世
祖
を
祀
る
遠
廟
と
を
合
せ
て
七
廟
と
解
釈
す
る
。
さ
ら
に
、
祖
・
宗
の

二
神
主
を
祀
る
廟
は
「
不
毀
の
廟
」
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
　
　

 （
四
）　

「
上
不
逼
下
」、
十
三
経
注
疏
『
礼
記
注
疏
』
曲
礼
、
経
文
「
礼
聞
来

学
不
聞
往
教
」、
孔
穎
達
疏
「
礼
者
所
以
弁
尊
卑
別
等
級
、
使
上
不
逼
下
、

下
不
僭
上
、
故
云
礼
不
踰
越
節
度
也
」。「
則
天
子
之
礼
、
下
逼
于
人
臣
、
諸

侯
之
制
、
上
僭
王
者
、
非
所
謂
尊
卑
有
序
」（『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
）。

　
　
　

（
五
）　

『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
を
参
照
。

　
　
　

 （
六
）　

『
唐
会
要
』
巻
一
二
、
廟
制
度
、「
太
宗
文
皇
帝
祔
於
太
廟
、
遷
宣
皇

帝
神
主
於
夾
室
〈
初
、
有
司
請
依
典
礼
。
上
欲
留
神
主
於
内
寝
、
旦
夕
申
如

在
之
敬
、
有
詔
停
祠
廟
。
英
国
公
李
勣
等
抗
表
固
請
曰
、
窃
以
祖
功
宗
徳
、

飾
終
之
明
典
、
武
穆
文
昭
、
厳
配
之
洪
訓
、
愛
敬
之
至
、
率
由
茲
道
、
礼
有

節
文
、
事
経
列
聖
、
荀
違
斯
義
、
国
家
貽
恥
、
況
逾
月
之
外
、
須
伸
大
祫
、

下
管
登
歌
、
発
暢
雅
頌
、
郊
天
配
帝
、
光
華
勲
烈
、
如
停
祔
礼
、
諸
美
咸
棄
、

伏
願
取
法
前
王
、
垂
訓
翼
子
、
乃
許
焉
〉」。『
文
献
通
考
』
巻
一
〇
二
、
宗

廟
考
一
二
、
祫
禘
「
貞
観
二
十
三
年
」
の
記
事
も
参
照
。

賜
同
進
士
出
身
授
奉
直
大
夫
工
部
主
事
虞
衡
司
行
走
加
一
級
閩
中
林
駿
聲
謹
擬

賜
同
進
士
出
身
・
授
奉
直
大
夫
・
工
部
主
事
虞
衡
司
・
行
走
加
一
級
、
閩
中
の
林
駿

声
謹
ん
で
擬
す

 

（「
廟
制
求
教
」
上
巻
了
）

第
二
章
　「
廟
制
求
教
」
下
巻
の
内
容
と
論
点

　

上
巻
で
は
、
中
国
の
典
拠
や
故
事
の
紹
介
が
主
な
内
容
で
あ
り
、
そ
れ
は
「
兄
弟

同
昭
穆
」
の
正
当
性
、
太
廟
以
外
に
神
主
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
、
高
祖
父
以

前
の
祖
先
の
神
主
は
祧
廟
と
し
、「
親
親
」
こ
そ
祭
祀
の
要
諦
で
あ
る
こ
と
、「
同
堂

異
室
」
を
前
提
に
神
主
配
置
を
行
う
こ
と
な
ど
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
部
分
で
は
、
そ

う
し
た
返
答
を
受
け
て
、
な
お
納
得
の
い
く
解
説
を
求
め
、
林
駿
声
も
琉
球
の
具
体

的
な
事
情
に
即
し
て
説
明
を
行
っ
て
い
る
。

　

そ
の
一
つ
が
「
寝
廟
神
主
位
次
式
」
と
題
す
る
図
で
あ
る
。
琉
球
の
太
廟
で
は
「
同

堂
異
室
」
も
仮
想
的
な
制
度
と
認
め
ざ
る
を
得
ず
、「
神
龕
」
も
実
際
に
石
造
と
い
う

わ
け
に
も
い
か
ず
、「
神
龕
」
を
五
つ
に
分
割
し
仕
切
り
に
よ
っ
て
神
主
を
隔
て
る

か
否
か
が
重
要
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
。
林
駿
声
は
仕
切
り
に
よ
っ
て
世
代
ご
と
に

神
主
を
区
別
す
る
こ
と
を
提
案
す
る
。
隔
壁
に
よ
っ
て
五
廟
ら
し
く
な
る
か
ら
だ
ろ
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う
か
。
な
に
よ
り
、
太
祖
と
祭
主
の
間
の
世
数
を
基
準
と
し
て
同
時
に
夾
室
（
祧
廟
）

に
移
す
の
で
、「
対
偶
偏
枯
」
を
避
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
即
位
の
序
列
に
つ

い
て
は
「
坎
」
の
有
無
に
よ
っ
て
配
置
が
異
な
り
、
林
駿
声
と
し
て
は
、
仕
切
り
で

相
互
に
「
坎
」
を
隔
て
左
を
尊
位
に
し
た
方
が
同
一
世
代
間
で
の
即
位
の
先
後
を
反

映
で
き
る
の
で
望
ま
し
い
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
な
ら
、
昭
位
は
昭
の
側
の
内
側
、
穆

位
は
穆
の
側
の
内
側
に
移
っ
て
も
、「
坎
」
内
部
の
神
主
の
位
置
は
そ
の
ま
ま
で
よ
い
。

　

琉
球
側
で
は
、
中
国
に
諸
侯
の
廟
が
実
在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
関
帝
廟
な
ど
福
建

省
内
の
祠
廟
も
見
学
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
注
目
す
べ
き
は
、
異
論
と
し

て
『
読
礼
通
考
』
に
依
拠
し
て
「
兄
弟
異
昭
穆
論
」
を
提
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る８

。
そ
こ
に
は
尚
灝
王
の
「
世
統
」
と
太
廟
・
寝
廟
に
お
け
る
「
廟
統
」
と
を
斉
一

に
し
た
い
と
い
う
意
図
が
垣
間
見
え
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
君
主
だ
か
ら
こ
そ
父

子
の
名
分
も
両
立
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
を
指
摘
さ
れ
、
万
斯
大
と
蔡
徳
音
の
「
兄

弟
同
昭
穆
論
」
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

　

そ
の
後
か
ら
は
、
琉
球
側
か
ら
の
問
い
に
対
す
る
一
問
一
答
と
な
っ
て
い
る
。
な

お
、
最
後
に
あ
っ
て
注
目
す
べ
き
は
、「
総
牌
」
を
仕
立
て
て
祀
り
た
い
と
い
う
意

向
に
つ
い
て
、
林
駿
声
が
神
主
は
各
自
一
位
ご
と
に
独
立
し
て
い
る
根
拠
を
示
し
つ

つ
、
疎
遠
に
な
る
に
つ
れ
祭
祀
の
あ
り
方
と
場
を
変
え
て
い
く
礼
の
趣
旨
を
述
べ
、

そ
れ
と
齟
齬
を
き
た
す
も
の
と
し
て
否
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
状
況
と
し
て
、

太
廟
と
寝
廟
に
同
一
神
位
に
つ
き
二
つ
の
神
主
を
奉
安
し
て
い
る
が
（
崇
元
寺
を
含

め
る
と
三
つ
）、
寝
廟
の
そ
れ
を
神
御
の
ご
と
く
神
主
に
似
て
非
な
る
も
の
と
し
て

位
置
づ
け
る
と
し
て
（
太
廟
神
主
は
祧
廟
に
移
さ
れ
る
が
、
寝
廟
の
そ
れ
は
毀
瘞
さ

れ
る
）、
総
牌
は
神
主
と
同
等
な
存
在
で
あ
っ
て
神
御
と
見
な
す
こ
と
は
で
き
な
い

と
い
う
認
識
に
基
づ
く
の
で
あ
ろ
う
。

　

結
果
と
し
て
、寝
廟
は
破
却
す
る
に
は
及
ば
な
い
と
い
う
言
質
が
得
ら
れ
た
反
面
、

「
坎
」に
よ
っ
て
神
主
を
隔
て
な
い
と「
対
偶
偏
枯
」を
招
き
か
ね
な
い
と
い
う
の
で
、

尚
円
王
以
外
の
同
一
世
代
の
神
主
は
同
時
に
太
廟
か
ら
祧
廟
へ
と
移
さ
れ
る
こ
と
、

寝
廟
で
も
祭
祀
対
象
は
太
廟
と
同
じ
く
す
る
こ
と
な
ど
を
受
容
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
い
え
る
。

廟
制
求
教　

下
巻

古
者
世
各
一
廟
廟
奉
一
主
此
循
父
子
相
繼
之
常
也
至
變
爲
以
兄
繼
弟
以
叔
繼
姪
則
世

次
難
定
萬
充
宗
立
爲
同
廟
異
室
之
說
固
爲
斟
酌
蓋
善
矣
今
貴
國
太
廟
只
總
建
一
殿
中

奉
五
世
向
無
異
室
據
現
在
所
奉
之
主
太
祖
以
下
名
雖
四
親
實
只
兩
世
君
長
一
國
而
祀

不
及
高
曾
於
禮
未
當
宜
從
萬
氏
兄
弟
同
昭
穆
之
說
以
溫
灝
二
王
爲
一
世
成
育
二
王
爲

一
世
仍
奉
穆
王
哲
王
既
祧
之
主
復
入
太
廟
以
合
五
世
晉
復
豫
章
唐
復
代
宗
宋
復
翼
祖

前
代
屢
有
行
之
者
惟
既
復
之
後
廟
則
五
世
而
七
主
既
不
能
爲
同
堂
異
室
之
制
又
不
能

如
古
有
祏
各
藏
其
主
則
宜
就
龕
之
廣
狹
隔
爲
五
坎
中
奉
太
祖
百
世
不
祧
左
昭
右
穆
以

奉
四
親
新
主
復
入
則
以
次
遞
遷
如
或
兄
弟
相
繼
則
竝
祔
一
坎
而
不
遷
彷
彿
晉
坎
室
之

意
而
挾
其
制
庶
幾
世
數
分
明
昭
穆
不
紊
繼
世
而
後
不
至
有
對
偶
偏
枯
之
弊
亦
變
通
之

一
法
也

古い
に
し
え者

は
、
世

各
お
の
お
の

一
廟
、
廟
は
一
主
を
奉
る
。
此
れ
父
子
相
い
継
ぐ
る
の
常
に
循
る

な
り
。
変
に
至
り
兄
を
以
て
弟
を
継
ぎ
叔
を
以
て
姪
を
継
ぐ
を
為
せ
ば
、
則
ち
世
次

定
め
難
し
。
万
充
宗
、
同
廟
異
室
の
説
を
立
て
て
為
し
（
一
）、
固
く
斟
酌
を
為
し
蓋

し
善
し
。
今
、
貴
国
の
太
廟
た
だ
一
殿
を
総
建
し
中
に
五
世
を
奉
じ
、
向さ

き

に
異
室
無

し
、
現
在
奉
ず
る
所
の
主
太
祖
以
下
に
拠
る
に
名
は
四
親
た
り
と
雖
ど
も
、
実
は
た

だ
両
世
の
君
長
の
み
。
一
国
に
し
て
祀
高
曾
に
及
ば
ざ
れ
ば
、
礼
に
於
て
未
だ
当
ら

ず
、
宜
し
く
万
氏
兄
弟
が
昭
穆
を
同
じ
う
す
る
の
説
に
従
い
（
二
）、
温
・
灝
二
王
を

以
て
一
世
と
為
し
、
成
・
育
二
王
を
ば
一
世
と
為
し
、
仍
て
穆
王
・
哲
王
既
に
祧
す

る
の
主
を
奉
じ
復
た
太
廟
に
入
れ
、
以
て
五
世
に
合
す
べ
し
。
晋
豫
章
を
復
し
（
三
）、

唐
代
宗
を
復
し
（
四
）、
宋
翼
祖
を
復
し
（
五
）、
前
代
し
ば
し
ば
之
を
行
う
者
有
り
。

惟
だ
既
に
之
を
後
廟
に
復
す
れ
ば
、
則
ち
五
世
而
ち
七
主
に
し
て
既
に
同
堂
異
室
の

制
を
為
す
能
わ
ず
、
又
た
古
の
如
く
祏
有
り
各

お
の
お
の

其
の
主
を
蔵
む
こ
と
能
わ
ず
ん
ば
、
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則
ち
宜
し
く
龕
の
広
狭
に
就
き
て
隔
て
て
五
坎
を
為
し
、
中
に
太
祖
を
奉
じ
百
世
不

祧
と
し
、
左
昭
右
穆
と
し
、
以
て
四
親
を
奉
り
、
新
主
復
た
入
れ
ば
則
ち
以
次
逓
遷
し
、

如
し
或
い
は
兄
弟
相
い
継
が
ば
則
ち
一
坎
に
並
祔
し
て
遷
さ
ず
、
晋
が
坎
室
の
意
を

彷
彿
と
し
て
其
の
制
を
挟
ま
ば
、
世
数
分
明
に
し
て
、
昭
穆
紊み

だ

れ
ず
、
世
を
継
ぎ
て
後
、

対
偶
偏
枯
の
弊
有
る
に
至
ら
ず
、
亦
た
変
通
の
一
法
に
庶ち

か幾
か
ら
ん
。

　

 （
一
）　

万
斯
大
「
兄
弟
同
昭
穆
」（『
学
礼
質
疑
』、『
皇
清
経
解
』
巻
四
九
、『
五

礼
通
考
』
巻
五
九
、
収
録
）。
充
宗
は
万
斯
大
の
字
。

　

 （
二
）　

万
斯
同
・
万
斯
大
兄
弟
。
万
斯
同
は
『
明
史
』
編
纂
に
お
い
て
中
心
的

役
割
を
果
た
し
た
。
内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
２
（
平
凡
社
、
東
洋
文
庫
559
、

一
九
九
二
年
）、
五
二
頁
参
照
。

　

 （
三
）　

豫
章
府
君
は
元
帝
の
六
世
祖
。『
晋
書
』
巻
一
九
、
礼
志
上
「
及
元
帝
崩
、

則
豫
章
復
遷
」。

　

 （
四
）　

代
宗
は
宣
宗
の
高
祖
父
、宣
宗
先
代
の
敬
宗
・
文
宗
・
文
宗
兄
弟
の
五
世
祖
。

『
旧
唐
書
』巻
二
五
、礼
儀
志
五
、会
昌
六
年
五
月
の
礼
儀
使
の
上
奏
と
勅
を
参
照
。

　

 （
五
）　

翼
祖
は
太
祖
・
太
宗
の
祖
父
。『
宋
史
』
巻
一
〇
六
、
礼
志
、
宗
廟
之
制
、

崇
寧
四
年
を
参
照
。

茲
有
懇
者

既
祧
之
主
不
可
仍
入
寢
曾
蒙
批
覆
惟
先
王
尚
穆
實
係
今
王
之
高
祖
五
服
未
絶
應
否
當

請
回
寢
廟
抑
或
以
前
已
就
祧
不
可
仍
入
寢
廟
乎

茲
に
懇た

の

む
者
有
り
。

既
に
祧
す
る
の
主
仍
て
寝
に
入
る
可
か
ら
ず
と
曾
て
批
覆
を
蒙
れ
り
。
惟
だ
先
王
尚

穆
は
実
に
今
王
の
高
祖
に
係
り
、
五
服
未
だ
絶
え
ず
。
応
に
寝
廟
に
請
回
す
る
に
当

る
べ
き
か
否
か
。
抑

そ
も
そ
も

或
い
は
以
前
已
に
祧
に
就
け
ば
仍
て
寝
廟
に
入
る
可
か
ら
ざ

る
か
。

如
從
萬
氏
之
說
則
穆
王
哲
王
二
主
不
特
可
入
寢
廟
竟
可
奉
還
太
廟
以
合
五
世
之
數

如
し
万
氏
の
説
に
従
わ
ば
、
則
ち
穆
王
・
哲
王
が
二
主
は
特
だ
寝
廟
に
入
る
可
か
ら

ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
竟
に
太
廟
に
奉
還
し
以
て
五
世
の
数
に
合
わ
す
可
し
。

古
者
前
廟
後
寢
廟
以
藏
主
寢
以
藏
衣
冠
但
敝
國
所
建
寢
廟
卽
準
天
朝
奉
先
殿
之
制
係

奉
五
世
神
主
□

（
朝
カ
）

晩
焚
香
年
節
設
饌
行
禮
如
據
寢
以
藏
衣
冠
之
說
擬
將
五
世
先
王
衣

冠
別
儲
一
庫
於
後
仍
可
奉
主
以
祀
乎

古い
に
し
え者

は
、
廟
を
前
に
し
寝
を
後
ろ
に
す
。
廟
は
以
て
主
を
蔵
め
、
寝
は
以
て
衣
冠
を

蔵
む
。
但
だ
敝
国
の
建
つ
る
所
の
寝
廟
、
即
ち
天
朝
が
奉
先
殿
の
制
に
準

な
ぞ
ら

え
ば
、
五

世
の
神
主
を
奉
じ
□

（
朝
カ
）

晩
焚
香
し
、
年
節
に
饌
を
設
け
礼
を
行
う
に
係
る
。
如
し
寝
以

て
衣
冠
を
蔵
む
る
の
説
に
拠
ら
ば
、
五
世
先
王
の
衣
冠
を
将
て
一
庫
を
後
に
別
儲
す

る
を
擬は

か

り
、
仍
て
主
を
奉
じ
以
て
祀
る
可
き
か
。

寢
廟
既
經
設
主
驟
然
毀
瘞
亦
駭
聽
聞
照
舊
敬
奉
可
也
惟
於
奉
祧
之
後
太
廟
之
主
遷
入

夾
室
寢
廟
之
主
自
宜
毀
瘞
蓋
廟
不
容
有
二
主
也
衣
冠
別
儲
一
庫
亦
合
禮
制
可
以
奉
行

寝
廟
既す

で経
に
主
を
設
く
る
に
、
驟
然
と
し
て
毀
瘞
す
れ
ば
、
亦
た
聴
聞
を
駭

お
ど
ろ

か
し
め
ん
。

旧
に
照
し
て
敬
奉
す
る
は
可
な
り
。
た
だ
奉
祧
の
後
よ
り
、
太
廟
の
主
は
夾
室
に
遷

入
し
、
寝
廟
の
主
は
自
ら
宜
し
く
毀
瘞
す
べ
し
。
蓋
し
廟
に
二
主
有
る
を
容
れ
ざ
れ

ば
な
り
。
衣
冠
を
ば
一
庫
に
別
儲
す
る
も
亦
た
礼
制
に
合
い
、
以
て
奉
行
す
可
し
。

主
必
有
祏
其
制
已
久
但
敝
國
奉
主
係
總
立
一
神
龕
分
列
五
代
難
以
間
隔
今
擬
就
神
龕

之
尺
寸
幾
許
勻
分
五
位
辟
如
龕
闊
一
丈
五
尺
毎
主
應
勻
三
尺
主
各
居
中
有
祔
主
者
卽

列
於
其
主
左
右
仍
以
兄
弟
分
別
果
可
行
乎

主
に
必
ず
祏
有
り
。
其
の
制
已
に
久
し
。
た
だ
敝
国
が
奉
主
一
神
龕
に
総
立
し
五
代

に
分
列
す
る
に
係
る
の
み
、
間
を
以
て
隔
ち
難
し
。
今
、
神
龕
の
尺
寸
幾
許
に
就
き

て
五
位
を
勻ひ

と
し
く
分
ち
辟さ

け
、
龕
の
如
き
は
闊
一
丈
五
尺
、
主
毎
に
応
に
三
尺
に
勻ひ
と
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し
く
す
べ
く
、主
は
各

お
の
お
の

中
に
居
ら
し
め
、祔
主
有
れ
ば
即
ち
其
の
主
の
左
右
に
列
ね
、

仍
て
兄
弟
を
以
て
分
別
す
る
を
擬は

か

る
。
果
た
し
て
行
う
可
き
か
。

既
係
總
立
一
龕
宜
照
龕
之
尺
寸
隔
爲
五
坎
而
後
世
數
始
明
夫
隔
之
非
疎
也
譬
如
父
子

誼
本
至
親
而
居
必
異
室
以
位
有
所
別
則
親
者
尊
矣
如
不
隔
以
坎
今
雖
七
主
對
偶
適
均

繼
世
而
後
新
主
復
入
必
至
昭
多
穆
少
昭
少
穆
多
對
偶
偏
枯
之
弊

既
に
一
龕
を
総
立
す
れ
ば
、
宜
し
く
龕
の
尺
寸
に
照
し
て
隔
て
て
五
坎
と
為
し
、
而

し
て
後
に
世
数
始
め
て
明
ら
か
に
す
べ
し
。
夫
れ
之
を
隔
つ
も
疎
む
に
非
ら
ざ
る
な

り
。
譬
う
れ
ば
父
子
の
誼
（
義
）
は
本
よ
り
至
親
な
り
、
而
れ
ど
も
居
は
必
ず
室
を

異
に
す
る
が
如
く
、
位
を
以
て
別
つ
所
有
れ
ば
、
則
ち
親
し
き
者
は
尊
な
り
。
如
し

隔
つ
に
坎
を
以
て
せ
ざ
れ
ば
、
今
、
七
主
対
偶
す
る
と
雖
ど
も
、
適
均
に
世
を
継
ぎ

而
し
て
後
に
新
主
復
た
入
れ
ば
、
必
ず
や
昭
多
く
穆
少
く
昭
少
く
穆
多
く
、
対
偶
偏

枯
の
弊
に
至
ら
ん
。

宋
建
欽
先
孝
恩
殿
以
及
前
明
建
奉
先
殿
倶
云
以
奉
神
御
御
係
是
主
否

宋
は
欽
先
孝
恩
殿
を
建
て
以
て
前
明
の
奉
先
殿
を
建
つ
る
に
及
び
、
倶
に
云
う
に
以

て
神
御
を
奉
ず
と
。
御
は
是
主
に
係
る
か
否
か
。

神
御
係
御
容
非
主
也

神
御
は
御
容
に
係
り
主
に
非
ざ
る
な
り
。

大
明
會
典
隆
慶
六
年
奉
祧
宣
宗
皇
帝
神
主
儀
謂
太
常
侍
官
同
内
執
事
官
奉
遷
宣
宗
皇

帝
神
主
衣
冠
并
奉
享
林

（
牀
）

幔
儀
物
于
後
殿
（
…
）
其
奉
先
殿
宣
宗
皇
帝
神
位
亦
奉
遷
于

徳
祖
暖
閣
内
左
既
曰
神
主
又
曰
神
位
是
於
二
者
有
分
別
否

『
大
明
会
典
』。
隆
慶
六
年
（
一
五
七
二
）、
宣
宗
皇
帝
神
主
を
奉
祧
す
る
の
儀
に
謂

く
「
太
常
侍
官
、
内
執
事
官
と
同
に
、
宣
宗
皇
帝
の
神
主
衣
冠
并
び
に
奉
享
牀
幔
儀

物
を
後
殿
に
奉
遷
し
、
其
れ
奉
先
殿
、
宣
宗
皇
帝
の
神
位
も
亦
た
徳
祖
暖
閣
内
の
左

に
奉
遷
す
」
と
（
一
）。
既
に
神
主
と
曰
い
又
た
神
位
と
曰
う
、
是
に
於
て
二
者
に

分
別
有
る
か
否
か
。

　

 （
一
）　

万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
八
七
、
礼
部
四
五
、
廟
祀
二
「
奉
祧
」
を
参
照
。

宣
宗
は
明
朝
第
五
代
宣
徳
帝
（
位
一
四
二
五
～
一
四
三
五
年
）、
隆
慶
帝
（
穆
宗
）

の
五
世
祖
。
徳
祖
は
明
太
祖
の
高
祖
父
玄
皇
帝
。

位
坐
次
也
凡
神
棲
依
之
所
曰
神
位
或
設
主
或
奉
像
均
稱
爲
神
位
蓋
位
所
以
安
置
其
主

與
像
之
地
也
惟
奉
先
殿
只
奉
御
容
而
已

位
は
坐
の
次
（
場
所
）
な
り
。
凡
そ
神
棲
の
之
に
依
る
所
は
神
位
と
曰
い
、
或
い
は

主
を
設
け
或
い
は
像
を
奉
じ
、
均
し
く
称
し
て
神
位
と
為
す
。
蓋
し
位
は
以
て
其
の

主
と
像
を
安
置
す
る
所
の
地
な
り
。
惟た

だ

奉
先
殿
は
た
だ
御
容
を
奉
ず
る
の
み
。

廟
中
排
列
主
位
以
入
廟
先
後
分
昭
穆
乎
抑
以
世
次
分
昭
穆
乎
如
先
王
尚
灝
係
今
王
之

祖
尚
育
係
今
王
之
父
以
祖
禰
之
親
而
論
則
二
主
宜
居
中
但
各
有
祔
主
而
溫
又
爲
灝
兄

成
亦
爲
育
兄
其
主
應
作
何
序
列
乎

廟
中
排
列
の
主
位
、
入
廟
の
先
後
を
以
て
昭
穆
を
分
つ
か
。
抑

そ
も
そ
も

世
次
を
以
て
昭
穆

を
分
つ
か
。
先
王
尚
灝
の
如
き
は
今
王
の
祖
に
係
り
、
尚
育
は
今
王
の
父
に
係
る
、

祖
禰
の
親
を
以
て
而
ち
論
ず
れ
ば
、
則
ち
二
主
宜
し
く
中
に
居
り
、
た
だ
各

お
の
お
の

祔
主

有
り
、
而
し
て
温
も
又
た
灝
が
兄
為
り
、
成
も
亦
た
育
が
兄
為
り
、
其
の
主
応
に
作

す
に
何
な
る
序
列
た
る
べ
き
か
。

廟
中
主
位
以
世
次
分
昭
穆
同
昭
穆
則
以
立
之
先
後
分
位
次
有
隔
坎
則
以
居
左
者
爲
尊

無
隔
坎
則
以
近
於
太
祖
者
爲
尊
臣
不
躋
君
雖
兄
不
先
弟
也
況
灝
育
又
皆
爲
弟
乎

廟
中
の
主
位
、
世
次
を
以
て
昭
穆
を
分
ち
、
昭
穆
を
同
じ
く
す
れ
ば
則
ち
立
つ
る

の
先
後
を
以
て
位
次
を
分
ち
、
隔
坎
有
れ
ば
則
ち
左
に
居
る
者
を
以
て
尊
と
為
し
、

隔
坎
無
け
れ
ば
則
ち
太
祖
に
近
き
者
を
以
て
尊
と
為
し
、
臣
は
君
に
躋の

ぼ

ら
ず
、
兄
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と
雖
ど
も
弟
よ
り
先
に
せ
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
灝
・
育
も
亦
た
皆
な
弟
為
る
に
お

い
て
お
や
。

以
上
諸
條

統
乞
老
先
生
大
人
察
斷
賜
示
批
覆
以
便
帶
回
遵
照
施
行
實
深
感
激
之
至
切
懇

咸
豐
五
年
二
月　
　

日
琉
球
國
都
通
事
阮
孝
銓
頓
首
拜
具

以
上
の
諸
条

老
先
生
大
人
に
察
断
し
賜
示
批
覆
せ
ん
こ
と
を
統
乞
し
、
以
て
帯
回
し
遵
照
施
行
に

便
た
り
、
実
に
深
く
之
に
感
激
す
る
こ
と
至
て
切
懇
な
り
。

咸
豊
五
年
二
月　

日　

琉
球
国
都
通
事
阮
孝
銓
頓
首
拝
具
す

問
祧
則
無
廟
〈
下
有
〉
既
事
則
復
其
主
於
廟
而
藏
之
所
謂
廟
者
何
指

問
う
。
祧
せ
ば
則
ち
廟
無
し
と
、
下
に
有
り
、
既
に
事つ

か

う
れ
ば
、
則
ち
其
の
主
を
廟

に
復
し
而
し
て
之
を
蔵
む
、
と
。
謂
う
所
の
廟
と
は
何
を
指
す
か
。

自
漢
以
來
無
瘞
主
凡
既
祧
之
主
皆
入
夾
室
夾
室
猶
所
謂
歴
代
廟
也
復
其
主
於
廟
而
藏

之
卽
復
於
夾
室
之
中

漢
自
り
以
来
、
瘞
主
無
け
れ
ば
凡
そ
既
に
祧
す
る
の
主
は
皆
な
夾
室
に
入
り
、
夾
室

は
猶
お
謂
う
所
の
歴
代
廟
の
ご
と
き
な
り
。
其
の
主
を
廟
に
復
し
而
し
て
之
を
蔵
む

と
は
、
即
ち
夾
室
の
中
に
復
す
な
り
。

問
明
建
奉
先
殿
以
奉
神
御
亦
有
藏
衣
冠
於
其
内
否

問
う
。
明
、
奉
先
殿
を
建
て
以
て
神
御
を
奉
ず
。
亦
た
衣
冠
を
其
の
内
に
蔵
む
こ
と

有
る
か
否
や
。

奉
先
殿
奉
御
容
原
有
藏
儲
衣
冠
之
所

奉
先
殿
は
御
容
を
奉
り
、
原
よ
り
衣
冠
を
蔵
儲
す
る
の
所
有
り
。

問
本
朝
定
制
太
廟
而
外
更
有
幾
廟
且
各
廟
所
奉
或
立
主
或
藏
衣
冠
有
何
分
別

問
う
。
本
朝
太
廟
を
定
制
し
而
れ
ど
も
外
に
更
に
幾
廟
有
り
、
且
つ
各
廟
の
奉
る
所

或
い
は
主
を
立
て
、
或
い
は
衣
冠
を
蔵
む
、
何
れ
の
分
別
有
ら
ん
。

本
朝
廟
制
只
一
太
廟
其
奉
先
殿
所
有
奉
御
容
併
藏
衣
冠
悉
循
前
明
之
制
惟
天
地
壇
中

別
有
設
廟
以
奉
先
皇
帝
配
享
之
主
當
冬
至
祭
天
夏
至
祭
地
之
日
各
出
其
主
而
配
享
之

此
係
皇
家
尊
崇
祖
考
之
鉅
典
非
貴
國
所
可
行
祭
天
曰
郊
祀
地
曰
雩

本
朝
の
廟
制
、
た
だ
一
太
廟
の
み
。
其
の
奉
先
殿
、
有た

も

つ
所
の
御
容
を
奉
じ
併
せ
て

衣
冠
を
蔵
め
、
悉
く
前
明
の
制
に
循
る
。
惟た

だ

天
地
の
壇
中
に
別
に
廟
を
設
く
る
こ
と

有
り
、
以
て
先
皇
帝
配
享
の
主
を
奉
ず
。
冬
至
に
天
を
祭
り
夏
至
に
地
を
祭
る
の
日

に
当
れ
ば
、
各
其
の
主
を
出
し
て
之
を
配
享
せ
し
む
、
こ
れ
皇
家
が
祖
考
を
尊
崇
す

る
の
鉅
典
に
係
り
、
貴
国
の
行
う
可
き
所
に
非
ず
。
天
を
祭
る
を
郊
と
曰
い
、
地
を

祀
る
を
雩ウ

と
曰
う
。

成
王
既
入
廟
其
後
灝
王
亦
入
廟
今
以
其
主
祔
溫
王
竝
列
于
昭
竟
以
成
主
同
育
主
却
奉

于
穆
寔
似
先
入
廟
者
退
立
於
下
後
入
廟
者
升
立
於
上
則
合
以
立
之
先
後
爲
昭
穆
之
理

乎
又
不
躋
僖
先
閔
之
逆
祀
乎

成
王
既
に
廟
に
入
れ
ば
、
其
の
後
、
灝
王
も
亦
た
廟
に
入
る
。
今
、
其
の
主
を
以
て

温
王
に
祔
し
竟つ

い

に
並
列
し
、
成
王
を
以
て
育
主
と
同
じ
く
す
。
却
て
穆
に
奉
ぜ
ば
、

寔
に
先
に
廟
に
入
る
者
退
き
下
に
立
ち
、後
に
廟
に
入
る
者
升
り
上
に
立
つ
が
似
し
、

則
ち
合
に
立
つ
る
の
先
後
を
以
て
昭
穆
と
為
す
の
理
な
る
か
。
又
た
僖
を
躋
し
閔
に

先
に
す
る
の
逆
祀
な
ら
ざ
る
か
。

溫
王
成
王
自
應
各
爲
一
世
分
居
昭
穆
至
灝
王
以
叔
繼
姪
猶
之
以
兄
繼
弟
以
弟
繼
兄
遭
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世
傳
之
變
只
筭
爲
及
不
得
拘
以
父
子
各
爲
一
世
而
言
故
其
主
當
祔
于
溫
王
如
此
則
高

曾
祖
禰
之
世
次
方
不
紊
矣

躋
僖
先
閔
史
譏
爲
逆
祀
固
已
但
灝
王
爲
成
王
之
叔
父
論
世
序
其
位
自
應
居
先
惟
嘗
爲

成
王
之
臣
而
主
竟
升
于
其
上
似
有
未
便
處
如
史
所
譏
爲
逆
祀
者
故
當
用
以
隔
坎
不
至

顯
然
相
臨
至
祫
祭
時
升
主
于
堂
仍
以
立
之
先
後
爲
序
則
世
次
與
昭
穆
二
者
倶
可
不
紊

矣
況
溫
王
在
昭
位
成
王
自
應
在
穆
位
乎
卽
以
灝
王
居
昭
位
與
躋
僖
先
閔
之
說
亦
有
辨

温
王
・
成
王
、
自ま

さ応
に
各

お
の
お
の

一
世
為
れ
ば
、
昭
穆
に
分
居
し
、
灝
王
に
至
り
叔
を
以

て
姪
を
継
ぐ
は
、
猶
お
之こ

れ

兄
を
以
て
弟
を
継
ぎ
、
弟
を
以
て
兄
を
継
ぎ
、
世
伝
の
変

に
遭
い
、
た
だ
及
を
為
す
を
筭か

ぞ
え
拘
る
を
得
ず
、
父
子
を
以
て
各

お
の
お
の

一
世
と
為
し
て

言
う
、
故
に
其
の
主
当ま

さ

に
温
王
に
祔
す
べ
し
、
此
く
の
如
く
す
れ
ば
則
ち
高
・
曾
・
祖
・

禰
の
世
次
、
方は

じ

め
て
紊み

だ

れ
ざ
る
な
り
。

僖
を
躋の

ぼ

せ
て
閔
の
先
と
し
、
史
譏そ

し

り
逆
祀
と
為
す
。
固
よ
り
已
に
た
だ
灝
王
は
成
王

の
叔
父
為
り
。
世
序
を
論
ず
れ
ば
、
其
の
位
自ま

さ応
に
先
に
居
る
べ
し
。
惟
だ
嘗
て
成

王
の
臣
為
り
、
而
れ
ど
も
主
竟つ

い

に
其
の
上
に
升
せ
ば
、
未
だ
便
な
ら
ざ
る
処
有
る
が

似
く
、
史
の
譏
る
所
の
逆
祀
と
為
す
が
如
き
者
な
り
、
故
に
当
に
用
う
る
に
隔
坎
を

以
て
顕
然
と
相
い
臨
む
に
至
ら
ざ
る
べ
し
。
祫
祭
の
時
に
至
り
、
主
を
堂
に
并あ

わ

せ
、

仍
て
立
つ
る
の
先
後
を
以
て
序
と
為
せ
ば
、
則
ち
世
次
と
昭
穆
二
者
と
は
倶
に
紊み

だ

る

可
か
ら
ざ
る
な
り
。
況
ん
や
温
王
昭
の
位
に
在
れ
ば
、
成
王
自ま

さ応
に
穆
の
位
に
在
る

べ
し
。
即
ち
灝
王
を
以
て
昭
の
位
に
居
ら
し
む
れ
ば
、「
躋
僖
先
閔
」
の
説
と
亦
た

弁わ
き
まう

こ
と
有
り
。

　

寢
廟
神
主
位
次
式　

（
※
本
図
は
次
章
で
示
す
）　

有
隔
坎
圖　

無
隔
坎
圖

前
蒙
批
示
父
子
異
昭
穆
兄
弟
則
同
昭
穆
如
或
以
弟
繼
兄
以
叔
繼
姪
應
各
祔
其
主
於
兄

弟
之
班
不
得
竟
分
爲
一
世
固
見
明
確
但
査
讀
禮
通
考
有
議
謂
禮
爲
人
後
者
爲
之
子
以

正
父
子
之
道
定
昭
穆
之
義
不
拘
定
祖
功
宗
徳
二
廟
之
說
又
賈
氏
云
當
其
生
也
既
可
以

諸
父
昆
弟
爲
臣
則
其
死
也
豈
不
可
以
諸
父
昆
弟
爲
子
竟
謂
弟
繼
兄
之
統
弟
卽
子
也
兄

繼
弟
之
統
兄
亦
子
也
竝
謂
王
侯
之
禮
與
臣
庶
不
同
王
侯
以
承
祧
爲
重
其
祧
則
爲
之
子

矣
復
引
僖
公
爲
閔
公
行
三
年
之
喪
以
爲
證
據
此
諸
說
似
兄
弟
亦
有
可
異
昭
穆
之
理
乎

伏
乞
老
先
生
大
人
察
斷
賜
覆
以
破
疑
議
以
便
遵
循
是
感

琉
球
國
都
通
事
阮
孝
銓
拜
求

前
に
批
示
を
蒙
る
に
、
父
子
昭
穆
を
異
に
し
、
兄
弟
な
れ
ば
則
ち
昭
穆
を
同
じ
う
し
、

如
し
或
い
は
弟
を
以
て
兄
を
継
ぎ
、
叔
を
以
て
姪
を
継
ぎ
、
応
に
各

お
の
お
の

其
の
主
を
兄

弟
の
班
に
於
て
祔
す
べ
く
、
竟
に
分
ち
一
世
と
為
す
を
得
ず
、
と
。
固
見
明
確
な
り
。

た
だ
『
読
礼
通
考
』
を
査し

ら

ぶ
る
に
、
議
有
り
て
謂
く
「
礼
に
人
の
後
と
為
る
者
は
之

が
子
と
為
り
、
以
て
父
子
の
道
を
正
し
、
昭
穆
の
義
を
定
む
、
祖
功
宗
徳
二
廟
の
説

に
拘
定
せ
ず
」
と
（
一
）。
又
た
賈
氏
云
く
「
其
の
生
に
当
る
や
、
既
に
諸
父
昆
弟

を
以
て
臣
と
為
す
可
く
、
則
ち
其
れ
死
す
る
や
、
豈
に
諸
父
昆
弟
を
以
て
子
と
為
す

可
か
ら
ざ
ら
ん
」
と
（
二
）。
竟
に
謂
く
「
弟
、
兄
の
統
を
継
げ
ば
、
弟
は
即
ち
子

な
り
。
兄
、
弟
の
統
を
継
げ
ば
、
兄
も
亦
た
子
な
り
」
と
（
三
）。
並
び
に
謂
く
「
王

侯
の
礼
は
臣
庶
と
同
じ
か
ら
ず
、
王
侯
は
祧
を
承
く
る
を
以
て
重
き
と
為
し
、
其
れ

祧
す
れ
ば
則
ち
之
が
子
と
為
る
な
り
」
と
（
四
）。
復
た
僖
公
が
閔
公
の
為
に
三
年

の
喪
を
行
う
を
引
き
以
て
証
拠
と
為
す
（
五
）。
此
の
諸
説
、
兄
弟
の
似
き
も
亦
た

昭
穆
を
異
に
す
可
き
の
理
有
る
か
。

伏
し
て
乞
う
ら
く
は
、
老
先
生
大
人
、
察
断
賜
覆
し
以
て
疑
議
を
破
り
、
以
て
是
感

に
遵
循
す
る
に
便
な
ら
し
め
ん
こ
と
を
。

琉
球
国
都
通
事
阮
孝
銓
拝
求
す
。

　

 （
一
）　

徐
乾
学
（
撰
）『
読
礼
通
考
』
巻
一
九
喪
期
、
国
恤
二
「
兄
弟
相
継
之
主

為
先
君
」
に
「
礼
為
人
後
者
為
之
子
以
正
父
子
之
道
、
定
昭
穆
之
義
実
正
論
也
、

而
乃
拘
於
祖
功
宗
徳
二
廟
之
説
、
則
反
不
合
於
春
秋
之
旨
矣
」
と
あ
る
。

　

 （
二
）　

十
三
経
注
疏
『
周
礼
注
疏
』
巻
二
二
、
冢
人
「
冢
人
掌
公
墓
之
地
、
辨
其

兆
域
而
為
之
図
先
王
之
葬
居
中
以
昭
穆
為
左
右
」、
賈
公
彦
疏
「
若
然
兄
死
弟
及

－ 19 －
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倶
為
君
、
則
以
兄
弟
為
昭
穆
、
以
其
弟
為
已
臣
、
臣
子
一
列
、
則
如
父
子
、
故
別

昭
穆
也
、
必
知
義
然
者
」。（
一
）
附
録
も
参
照
。

　

 （
三
）　

（
一
）「
兄
弟
相
継
之
主
為
先
君
」
に
徐
乾
学
の
言
説
と
し
て
「
王
侯
之
家

臣
子
一
例
、
当
其
生
也
、
既
可
以
諸
父
昆
弟
為
臣
、
則
其
死
也
、
豈
不
可
以
諸
父

昆
弟
為
子
、
故
弟
而
継
兄
之
統
、
弟
即
子
也
。
即
兄
而
継
弟
之
統
、
兄
亦
子
也
」

と
あ
る
。

　

 （
四
）　

こ
の
文
は
（
三
）
と
同
じ
く
徐
乾
学
に
よ
る
。「
或
曰
兄
弟
不
可
以
為
子

而
子
之
是
乱
天
倫
之
序
也
、
而
可
乎
曰
王
侯
之
礼
与
臣
庶
不
同
、
王
侯
以
承
祧
為

重
承
其
祧
則
為
之
子
矣
」。

　

 （
五
）　

こ
の
文
も
（
四
）
に
続
く
徐
乾
学
に
よ
る
。「
観
閔
公
之
薨
、
僖
公
行
三

年
之
喪
、
是
固
子
為
父
之
服
矣
。
既
服
子
之
服
而
不
正
子
之
名
無
是
理
也
。
或
曰

若
是
古
不
云
兄
弟
昭
穆
同
乎
、
而
奈
何
其
乱
之
也
、
曰
此
亦
諸
儒
之
說
礼
経
未
嘗

有
是
也
。
若
兄
弟
果
同
昭
穆
、
則
夏
父
此
挙
、
昭
穆
原
来
之
紊
也
。
魯
之
有
司
何

為
責
夏
父
以
非
昭
穆
乎
、
乃
知
魯
有
司
之
言
、
断
以
賈
公
彦
『
周
礼
』
疏
為
正
、

而
孔
子
仮
昭
穆
以
言
之
之
説
不
可
拠
以
為
信
也
」。

爲
人
後
者
爲
之
子
此
就
昭
穆
相
當
爲
嗣
子
者
言
之
明
不
宜
重
所
生
也
若
兄
弟
相
繼
則

存
其
祀
可
矣
不
必
爲
之
後
故
同
廟
異
室
之
說
歴
朝
所
以
皆
行
如
必
以
受
國
者
爲
後
則

兄
弟
各
爲
一
世
侯
國
五
廟
太
祖
以
下
只
及
四
親
設
兄
弟
五
人
相
繼
而
（
立
則
）
祀
竝

不
及
父
不
特
生
者
之
心
不
安
卽
死
者
有
靈
亦
隱
痛
父
之
不
食
矣

王
侯
之
禮
雖
與
臣
庶
不
同
然
父
子
兄
弟
之
倫
亦
千
古
不
廢
故
禮
曰
天
子
必
有
父
諸
侯

必
有
兄
也
如
必
以
承
祧
者
爲
重
無
論
兄
弟
叔
姪
但
受
其
國
者
卽
爲
之
子
是
兄
竟
可
爲

弟
子
叔
竟
可
爲
姪
子
則
只
知
有
國
而
已
而
人
倫
大
壞

人
の
後
と
為
る
者
之
が
子
と
為
る
、
こ
れ
昭
穆
相
当
が
嗣
子
と
為
る
者
に
就
き
て
之

を
言
わ
ば
明
ら
か
な
り
。
宜
し
か
ら
ざ
る
は
生
ず
る
所
を
ば
重
ね
る
な
り
。
若
し
兄

弟
相
い
継
が
ば
、
則
ち
其
の
祀
を
存
す
る
は
可
な
り
、
必
ず
し
も
之
が
後
と
為
ら
ず
、

故
に
同
廟
異
室
の
説
、
歴
朝
以
て
皆
な
行
う
所
に
し
て
、
如
し
必
ず
国
を
受
く
る
者

を
以
て
後
と
為
さ
ば
、
則
ち
兄
弟

各
お
の
お
の

一
世
と
為
り
、
侯
国
五
廟
、
太
祖
以
下
た
だ

四
親
に
及
び
、
設も

し
兄
弟
五
人
相
い
継
ぎ
而
し
て
立
た
ば
、
則
ち
祀
並
び
に
父
に
及

ば
ず
、
特
だ
生
者
の
心
安
ん
ぜ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
即
ち
死
者
に
霊
有
り
、
亦
た
父

の
不
食
を
隠
痛
す
。

王
侯
の
礼
、
臣
庶
と
同
じ
か
ら
ざ
る
と
雖
ど
も
、
然
れ
ど
も
父
子
兄
弟
の
倫
も
亦
た

千
古
廃
れ
ず
、故
に
礼
に
曰
く
「
天
子
必
ず
父
有
り
、諸
侯
必
ず
兄
有
り
」
と
（
一
）。

如
し
必
ず
祧
を
承
く
る
者
を
以
て
重
き
と
為
し
、
兄
弟
叔
姪
を
論
ず
る
こ
と
無
く
、

た
だ
其
の
国
を
受
く
る
者
を
即
ち
之
が
子
と
為
さ
ば
、
是こ

れ

兄
竟
に
弟
が
子
と
為
す
可

く
、
叔
竟
に
姪
が
子
と
為
す
可
し
と
せ
ば
、
則
ち
た
だ
国
を
有た

も

つ
を
知
る
の
み
、
而

し
て
人
倫
大
い
に
壊や

ぶ

る
。

　

 （
一
）　

『
礼
記
』
祭
儀
「
至
孝
近
乎
王
、
雖
天
子
必
有
父
。
至
弟
近
乎
覇
、
雖
諸

侯
必
有
兄
」。

敝
國
廟
内
所
奉
之
主
有
寫
某
某
神
主
抑
有
寫
某
某
神
位
二
者
竝
用
未
知
孰
爲
合
式
嘗

視
省
中
各
祠
宇
其
主
亦
有
寫
神
位
二
字
則
神
主
之
與
神
位
有
無
分
別
乎

敝
国
廟
内
の
奉
ず
る
所
の
主
に
某
某
神
主
と
写
す
も
の
有
り
、
抑

そ
も
そ
も

某
某
神
位
と
写

す
も
の
有
り
、
二
者
並
用
し
、
未
だ
孰
れ
が
合
式
為
る
か
知
ら
ず
。
嘗
て
省
中
の
各

祠
宇
を
視
る
に
、
其
の
主
も
亦
た
神
位
二
字
を
写
す
も
の
有
れ
ば
、
則
ち
神
主
の
神

位
と
は
分
別
有
る
か
無
き
か
。

主
所
以
棲
神
也
人
子
之
於
親
不
忍
一
日
使
無
依
故
作
主
以
奉
之
且
主
上
寫
高
曾
祖
禰

某
某
公
係
是
子
孫
祀
其
先
代
以
古
人
作
桑
主
作
栗
主
之
說
推
之
固
當
寫
以
神
主
二
字

爲
妥
至
省
中
祠
宇
其
主
有
寫
用
神
位
者
大
約
其
祖
宗
係
屬
前
朝
之
人
遙
隔
數
十
代
應

在
就
毀
之
例
又
非
若
太
祖
爲
百
世
不
祧
不
應
稱
主
而
稱
以
神
位
此
固
有
辨
又
文
廟
中

如
復
聖
顔
子
神
位
先
賢
冉
子
神
位
以
及
武
廟
後
殿
聖
父
某
某
公
神
位
之
類
均
屬
外
神

－ 20 －
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故
但
以
神
位
稱
之

主
は
以
て
神
を
棲い

ま

す
所
な
り
。
人
子
の
親
に
於
け
る
や
一
日
も
依
る
こ
と
無
か
ら
し

む
に
忍
び
ず
、
故
に
主
を
作
り
以
て
之
を
奉
ず
。
且
つ
主
上
の
高
・
曾
・
祖
・
禰
を

ば
某
某
公
と
写
す
は
是こ

れ

子
孫
其
の
先
代
を
祀
る
に
係
る
。
古
人
桑
主
を
作
り
栗
主
を

作
る
の
説
を
以
て
之
を
推
せ
ば
、
固
よ
り
当
に
写
す
に
神
主
二
字
を
以
て
す
る
を
妥

と
為
す
べ
し
。
省
中
の
祠
宇
に
至
り
て
は
、其
の
主
を
ば
神
位
と
写
用
す
る
者
有
り
、

大お
お
よ
そ約

其
の
祖
宗
前
朝
の
人
に
係
属
し
、
遙
か
に
数
十
代
を
隔
つ
、
応
に
就
毀
の
例
に

在
る
べ
し
、
又
た
太
祖
の
若
く
百
世
不
祧
為
る
に
非
ず
ん
ば
応
に
主
と
称
す
べ
か
ら

ず
而
れ
ど
も
称
す
る
に
神
位
を
以
て
す
る
は
、
此
れ
固
よ
り
弁

わ
き
ま

う
こ
と
有
り
。
又
た

文
廟
中
の
復
聖
顔
子
神
位
（
一
）・
先
賢
冉ぜ

ん

子し

神
位
（
二
）
が
如
き
以
及
び
武
廟
後

殿
の
聖
父
某
某
公
神
位
の
類
（
三
）、
均
し
く
外
神
に
属
す
。
故
に
た
だ
神
位
を
以

て
之
を
称
す
。

　

 （
一
）　

顔
子
、
顔
回
（
字
淵
）。
孔
子
の
弟
子
。
十
哲
と
し
て
文
廟
（
孔
子
廟
）

に
従
祀
さ
れ
た
。

　

 （
二
）　

冉
子
、
冉
求
（
字
有
）。
孔
子
の
弟
子
。
十
哲
と
し
て
文
廟
（
孔
子
廟
）

に
従
祀
さ
れ
た
。

　

 （
三
）　

武
廟
、
関
帝
廟
。
清
代
に
お
い
て
武
廟
で
の
祭
祀
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と

は
、
趙
翼
『
陔
余
叢
考
』
巻
三
五
「
関
壮
繆
」
を
参
照
。

別
設
總
牌
序
立
各
神
號
惟
於
遠
代
可
行
之
以
其
漸
遠
漸
疏
不
妨
從
簡
也
若
寢
廟
之
主

係
在
五
服
之
内
親
猶
未
盡
豈
可
序
列
於
總
牌
乎

別
に
総
牌
を
設
け
、
各
神
号
を
序
立
す
る
は
、
惟
だ
遠
代
に
於
て
之
を
行
う
可
し
。

其
の
漸
遠
漸
疏
な
る
を
以
て
、
簡
に
従
う
を
妨
げ
ざ
る
な
り
。
若
し
寝
廟
の
主
五
服

の
内
に
在
る
に
係
ら
ば
、
親
猶
お
未
だ
尽
き
ず
。
豈
に
総
牌
に
序
列
す
可
け
ん
や
。

 

（「
廟
制
求
教
」
下
巻
了
）

第
三
章
　
考
　
察

　

こ
れ
ま
で
、
第
二
尚
氏
一
六
世
数
一
九
代
に
お
け
る
王
位
継
承
で
は
、
初
代
尚
円

王
の
弟
（
尚
宣
威
王
）
が
在
位
わ
ず
か
で
退
き
年
少
の
尚
真
を
即
位
さ
せ
た
こ
と
が

あ
り
、
尚
真
王
の
嫡
子
を
差
し
置
き
庶
弟
が
王
位
に
即
い
た
こ
と
が
あ
り
（
尚
清

王
）、
実
子
が
い
な
い
が
年
齢
の
離
れ
た
実
弟
尚
久
で
は
な
く
傍
系
か
ら
迎
え
た
嗣

子
尚
寧
に
継
承
さ
せ
た
こ
と
も
あ
り
（
尚
永
王
）９

、
同
一
世
代
（
尚
寧
王
・
尚
豊
王
）

な
い
し
兄
弟
間
の
継
承
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
（
尚
賢
王
・
尚
質
王
）。

ま
た
、
世
子
（
尚
純
、
尚
哲
）
に
先
立
た
れ
孫
（
尚
益
、
尚
温
）
に
王
位
を
継
が
せ

る
こ
と
も
あ
っ
た
（
尚
貞
王
、
尚
穆
王
）。
ま
し
て
や
、
王
子
の
身
分
か
ら
浦
添
按

司
家
の
嗣
子
と
な
っ
た
尚
灝
が
幼
君
の
甥
尚
成
か
ら
王
位
を
継
承
す
る
と
い
う
事
態

は
、
決
し
て
想
定
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
父
子
相
続
の
み
が
常

態
で
あ
っ
て
、
そ
れ
以
外
の
起
こ
り
う
る
変
則
的
な
事
態
に
つ
い
て
予
め
典
範
を
制

定
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
れ
が
顕
在
化
し
て
か
ら
、
先
君
に
対
す
る
祭
祀
に

つ
い
て
善
後
策
を
考
え
る
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
王
族
に
と
っ
て
重

大
問
題
で
も
あ
る
が
、
筋
の
通
っ
た
後
世
の
規
範
と
な
る
法
式
を
樹
立
す
る
機
会
と

な
る
。
そ
の
た
め
に
原
理
を
確
認
し
て
懸
念
を
解
消
し
て
お
く
必
要
が
あ
っ
た
。

　

最
大
の
課
題
は
、「
逆
祀
」
を
避
け
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
何
を
以
て
先
君

の
上
位
に
位
置
す
る
の
か
、
そ
の
有
り
様
は
実
の
と
こ
ろ
明
確
で
は
な
い
。「
寝
廟

神
主
位
次
式
」
に
お
け
る
二
つ
の
図
を
比
べ
る
と
、尚
穆
王
と
世
子
尚
哲
を
戻
し
て
、

尚
円
王
か
ら
見
て
左
側
を
尊
、右
側
を
卑
と
す
る
と
い
う
点
は
共
通
す
る
。
そ
し
て
、

尚
円
王
を
起
点
と
し
て
同
一
の
世
代
で
あ
る
尚
温
王
・
尚
灝
王
、
尚
成
王
・
尚
育
王

は
、
そ
れ
ぞ
れ
同
じ
昭
穆
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

た
だ
し
、
神
主
の
間
に
隔
壁
を
設
け
た
場
合
と
そ
う
で
な
い
場
合
と
で
は
、
神
主

の
配
置
と
祧
廟
の
時
期
に
差
異
が
生
じ
得
る
。
前
者
（
有
隔
坎
図
）
で
は
、
尚
灝
王

の
先
代
の
尚
温
王
が
左
端
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
右
端
は
尚
育
王
が

位
置
し
て
い
る
。
こ
の
非
対
称
性
は
、
隔
内
は
廟
宇
の
代
替
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
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隔
の
中
で
は
左
側
の
坎
（
座
）
が
相
対
的
に
上
位
に
あ
る
と
い
う
観
念
を
表
し
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
各
神
主
が
別
々
に
移
る
と
仮
定
す
る
と
、
尚
穆
王
が
退

く
と
尚
哲
が
そ
の
位
置
に
移
り
、
空
い
た
尊
位
に
尚
灝
王
が
ス
ラ
イ
ド
し
、
そ
の
右

に
尚
泰
王
が
入
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
尚
円
王
の
左
右
で
は
尚
泰
王

の
玄
孫
が
祭
主
の
時
に
も
尚
成
・
尚
育
二
主
が
残
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
し
、
神

主
が
太
祖
（
百
世
不
祧
）
た
る
尚
円
王
を
不
動
の
軸
と
し
て
左
右
に
移
動
す
る
場
合
、

太
祖
の
左
右
を
昭
穆
の
位
置
に
固
定
化
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
崇
元
寺
の
先
王
廟

で
は
、
舜
天
を
軸
と
し
て
世
代
ご
と
に
左
右
交
互
に
配
置
し
、
歴
代
の
王
と
世
子
の

神
主
は
廟
か
ら
出
て
行
く
こ
と
は
な
い
の
で
問
題
な
い
け
れ
ど
も
、
円
覚
寺
太
廟
で

は
、
尚
円
王
の
左
右
が
自
ず
か
ら
昭
穆
の
位
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
、

左
右
は
世
数
と
王
位
の
先
後
関
係
の
序
列
を
示
す
基
準
と
し
て
重
要
と
な
る
。

　

後
者
（
無
隔
坎
図
）
の
よ
う
に
、
隔
壁
を
設
け
な
い
と
す
る
と
、
尚
灝
王
が
左
端

に
な
る
が
、
尚
育
王
も
右
端
に
位
置
し
て
お
り
、
対
称
性
が
あ
る
。
こ
の
時
点
で
は
、

五
廟
と
し
て
安
定
し
て
い
る
が
、
尚
泰
王
の
玄
孫
が
祭
主
の
際
に
も
、
五
世
祖
尚
育
王

と
尚
成
王
の
神
主
が
残
る
。
尚
温
・
尚
灝
と
尚
成
・
尚
育
の
神
主
は
同
時
に
移
さ
ざ
る

を
得
な
い
。
尚
温
王
・
尚
灝
王
、
尚
成
王
・
尚
育
王
の
間
を
仕
切
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
各
神
主
を
別
々
に
移
す
と
、そ
う
な
る
だ
ろ
う
。
も
し
二
主
を
同
時
に
移
す
の
な
ら
、

左
右
に
移
る
た
び
に
先
に
即
位
し
た
神
主
を
尚
円
の
側
に
寄
せ
る
は
ず
な
の
で
、
ど

ち
ら
か
と
い
う
と
後
者
の
方
が
、
世
代
と
即
位
の
序
列
の
双
方
と
も
整
合
的
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
即
位
の
順
序
に
神
主
を
配
置
し
て
、
尚
温
王
・
尚
成
王
父
子
の
神
主

を
先
に
廟
か
ら
出
し
て
祭
祀
を
止
め
る
と
い
う
思
惑
は
実
行
し
が
た
い
。

　

次
に
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
が
、「
対
偶
偏
枯
の
弊
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
祫
祭

を
行
う
際
に
問
題
と
な
る
。
朱
子
に
と
っ
て
は
、
天
子
の
場
合
、
君
臣
関
係
を
重
視

し
て
即
位
の
順
序
を
も
っ
て
昭
穆
を
分
け
、
祫
祭
に
お
い
て
は
周
の
武
王
や
康
王
の

よ
う
に
父
祖
に
譲
り
あ
え
て
対
面
し
な
い
こ
と
も
図
示
し
て
い
る
の
で
、
問
題
と
は

認
識
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が10

、
馬
端
臨
な
ど
後
代
の
学
者
が
重
大
視
す
る

よ
う
に
な
っ
た11

。
参
考
ま
で
に
清
朝
の
「
太
廟
祫
祭
位
次
」
を
掲
示
す
る
。
拝
位
は

嘉
慶
帝
の
座
で
あ
り
、
対
面
す
る
肇
祖
原
皇
帝
（
ブ
ク
リ
＝
ヨ
ン
シ
ョ
ン
）・
興
祖

直
皇
帝
（
フ
マ
ン
）・
景
祖
翼
皇
帝
（
ギ
オ
チ
ャ
ン
ガ
）・
顕
祖
宣
皇
帝
（
タ
ク
シ
）

は
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
の
四
親
祖
で
あ
り12

、
太
宗
ホ
ン
＝
タ
イ
ジ
・
世
祖
（
順
治
帝
）
が

昭
穆
に
則
り
左
右
に
位
置
し
て
い
る13

。
拝
位
の
両
側
に
は
聖
祖（
康
熙
帝
）・
世
宗（
雍

正
帝
）・
高
宗
（
乾
隆
帝
）
と
そ
の
皇
后
が
配
さ
れ
、
父
子
が
対
面
し
て
い
る
。

　

こ
の
大
祭
を
仮
に
琉
球
で
行
う
と
し
て
、
先
王
廟
に
お
い
て
東
面
す
る
舜
天
を
拜

す
る
現
国
王
の
両
側
（
南
北
）
に
神
主
を
配
置
す
る
と
、
昭
と
穆
の
神
主
が
対
面
す

る
。
父
子
継
承
の
場
合
、
常
に
父
子
対
面
と
な
る
が
、
複
数
の
兄
弟
や
従
兄
弟
間
で

継
承
し
た
場
合
、
昭
穆
の
列
に
著
し
い
長
短
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
先
王
廟
で
は

歴
代
の
王
統
を
祀
る
の
で
、
祖
先
祭
祀
と
し
て
純
粋
で
な
い
が
、
太
廟
に
お
い
て
は
、

現
状
で
は
穆
・
哲
、
温
・
成
、
灝
・
育
の
父
子
が
対
面
す
る
（
無
隔
坎
図
の
場
合
）。

た
だ
し
尚
泰
の
神
主
が
入
る
際
、
温
・
哲
父
子
を
対
面
さ
せ
る
と
、
泰
は
父
育
と
対

面
で
き
る
が
、
灝
は
甥
の
成
に
対
面
し
て
し
ま
う
。
こ
の
ね
じ
れ
も
泰
の
孫
が
祭
主

と
な
る
と
、
四
世
六
位
全
て
父
子
対
面
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
次
の
世
代
に
温
の

神
主
だ
け
外
す
と
、
ま
た
灝
・
成
対
面
と
な
っ
て
し
ま
う
。

【図１】　（那覇市歴史博物館提供）
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「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
」
の
最
後
の
図
を
見
る
と14

、
尚
泰
王
が
入
る

前
提
で
、
既
に
尚
穆
王
が
退
き
、
そ
の
位
置
に
尚
哲
が
移
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い

温
・
灝
と
成
・
育
も
左
右
交
替
し
て
い
る
。
同
じ
世
代
で
も
後
に
即
位
し
た
灝
と
育

を
前
に
出
し
て
序
列
を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
祫
祭
の
際
に
は
灝
・
成
対

面
に
な
る
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
事
態
を
避
け
る
に

は
、
温
・
灝
を
同
時
に
移
し
、
成
・
育
も
同
様
に
す
る
し
か
な
い
。

　

こ
の
時
も
「
万
万
世
」
存
続
す
べ
き
と15

、
固
く
信
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
第
二
尚
氏

の
王
家
と
王
府
の
人
々
に
と
っ
て
、「
廟
制
求
教
」
や
「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御

廟
之
図
」
な
ど
中
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
廟
制
に
関
す
る
文
献
（
唐
習
請
書
）
に
は
、

温
・
灝
二
つ
の
国
王
家
統
（
世
統
）
を
同
等
に
扱
わ
な
け
れ
ば
、
尚
円
を
元
祖
と
す

る
歴
代
国
王
の
祭
祀
を
整
合
的
に
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
を
明
確
に
認
識

さ
せ
る
論
理
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
に
お
い
て
、
君
主
と
な
っ
た
者
に
限
っ
て
は
、
兄
弟
を
同
一
世
代
と
し
な
い

と
い
う
認
識
が
、
清
代
に
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
、
三
代
皇
帝
真
宗
を
伯
父
太
祖

の
孫
と
す
る
北
宋
の
廟
議
を
め
ぐ
る16

、
徐
乾
学
の
言
説
に
明
ら
か
で
あ
る17

。
徐
乾
学

は
明
末
清
初
の
碩
学
顧
炎
武
の
甥
で
あ
り
、
康
煕
帝
の
信
認
厚
く
明
史
館
や
一
統
志

館
を
総
裁
し
、『
読
礼
通
考
』
は
『
続
資
治
通
鑑
』
と
並
ぶ
大
著
で
あ
る18

。
徐
乾
学

の
説
は
、
尚
温
王
と
尚
灝
王
兄
弟
、
従
兄
弟
の
尚
成
王
と
尚
育
王
の
神
主
を
ど
の
よ

う
に
扱
う
の
か
、
廟
か
ら
出
す
順
序
と
関
係
す
る
の
で
、
琉
球
側
に
と
っ
て
は
選
択

肢
を
増
や
す
上
で
重
要
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
り
、『
五
礼
通
考
』
に
先

行
す
る
『
読
礼
通
考
』
を
取
り
上
げ
る
こ
と
で
林
駿
声
か
ら
の
言
質
を
期
待
し
て
い

た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
即
位
の
序
列
を
重
視
す
る
あ
ま
り
父
子
の
名
分
が
立
た
な

い
よ
う
な
宗
廟
祭
祀
は
あ
り
得
な
い
こ
と
だ
と
退
け
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、「
廟
制
求
教
」
に
よ
り
、
琉
球
で
い
う
と
こ
ろ
の
寝
廟
と
い
う
も
の
が
、

太
廟
の
背
後
に
附
設
し
て
遺
品
を
安
置
す
る
部
屋
で
は
な
く
、
同
一
の
祖
先
の
神
主

を
複
数
の
廟
で
祀
る〝
原
廟
〟
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
そ
れ
で
も
、
宮
城
内
に
景
霊
宮
や
奉
先
殿
な
ど
と
称
す
る
殿
閣
を
建
立
し
て
神

御
を
奉
安
し
祭
祀
を
行
う
こ
と
自
体
は19

、
宋
代
以
降
の
中
国
で
も
慣
例
化
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た20

。
そ
こ
で
、
首
里
城
内
の
寝
廟
を
同
様
な
祖
先
祭
祀
施
設
と
し
て

位
置
づ
け
、
名
称
は
そ
の
ま
ま
と
し
て
（
実
際
に
は
合
名
の
位
牌
が
奉
安
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
称
謂
は
神
位
で
あ
っ
た21

）、
神
主
も
先
祖
の
霊
に
配
慮
し
て
撤
去
せ
ず
、

さ
ら
に
尚
穆
王
と
世
子
尚
哲
を
加
え
、
太
廟
と
同
じ
神
主
配
置
に
す
る
と
い
う
、
寝

廟
の
祭
祀
対
象
を
太
廟
と
斉
一
に
す
る
原
則
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
太

廟
と
寢
廟
と
が
同
じ
原
理
で
祭
祀
対
象
を
共
有
す
る
こ
と
に
な
り
、
寝
廟
で
も
温
・

灝
二
つ
の
国
王
家
統
（
世
統
）
を
同
等
に
祀
る
こ
と
に
な
っ
た
。

【図２】　「�太廟祫祭位次（一部）」（『欽定大清会典図（嘉慶朝）』巻10、礼制）
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琉
球
宗
廟
に
お
け
る
神
龕
は
、
か
つ
て
円
覚
寺
の
住
持
が
宰
領
し
て
い
た
こ
と
が

あ
り
、
各
王
代
を
そ
れ
ぞ
れ
一
世
と
し
て
、
す
べ
て
「
百
世
不
祧
」
と
し
て
い
た
。

こ
の
法
式
だ
と
、円
覚
寺
境
内
の
狭
い
廟
所
は
い
ず
れ
一
杯
と
な
る
。
こ
う
な
る
と
、

一
つ
の
位
牌
に
全
て
の
王
号
を
銘
記
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
後
に
「
イ

フ
ェ
ー
」「
イ
パ
イ
」「
ト
ー
ト
ー
メ
ー
」
と
し
て
沖
縄
県
内
に
普
及
す
る
位
牌
が
ま

さ
に
そ
れ
な
の
で
あ
る
が22

、
こ
れ
は
札
を
挿
し
加
え
る
だ
け
で
よ
く
、
仕
立
て
直
し

て
も
古
い
か
ら
こ
そ
削
除
す
る
に
は
忍
び
な
い
の
で
、
遠
い
世
代
の
祖
先
が
祭
主
の

四
親
祖
と
同
じ
祭
祀
を
い
つ
ま
で
も
受
け
続
け
る
こ
と
に
な
る
。

　

林
駿
声
と
の
問
答
で
明
言
さ
れ
た
よ
う
に
、
各
神
主
は
太
廟
に
一
位
だ
け
し
か
存

在
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
（
先
王
廟
に
も
神
主
が
安
置
さ
れ
て
は
い
る
が
、
冊

封
に
お
け
る
諭
祭
の
た
び
ご
と
に
太
廟
か
ら
移
す
と
い
う
の
は
問
題
外
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
）、
当
山
里
主
親
雲
上
は
寝
廟
で
祀
る
た
め
の
「
総
牌
」
と
い
う
合
名
の

位
牌
の
当
否
を
二
度
も
質
問
し
て
い
る
。こ
れ
は
林
駿
声
に
よ
っ
て
不
可
と
さ
れ
た
。

尚
敬
の
王
代
に
太
廟
に
祧
廟
が
設
け
ら
れ
た
が
、や
が
て
逆
行
す
る
か
の
よ
う
に「
神

主
」
に
変
え
て
「
屏
牌
」
を
仕
立
て
た
と
い
う23

。
こ
の
「
屏
牌
」
の
記
銘
が
昭
穆
に

準
じ
て
い
る
の
か
、尚
敬
王
以
下
が
ど
う
な
っ
た
の
か
全
く
不
明
で
あ
る
。
た
だ
し
、

「
親
親
」
の
観
点
か
ら
諸
侯
の
太
廟
に
お
い
て
祭
祀
が
認
め
ら
れ
る
の
は
太
祖
お
よ

び
亡
父
か
ら
高
祖
父
ま
で
で
あ
っ
た
。
五
世
祖
以
降
の
神
主
は
祧
廟
に
移
し
、
さ
ら

に
遠
く
「
鬼
」
と
な
っ
た
祖
先
を
対
象
と
す
る
祭
祀
は
必
要
な
場
合
に
「
壇
墠
」
で

行
い
、
そ
れ
も
い
ず
れ
止
め
る
と
い
う
の
が
「
廟
制
求
教
」
で
示
さ
れ
た
祖
先
崇
拝

の
礼
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、「
総
牌
」「
屏
牌
」
の
類
が
存
在
す
る
よ
う
で
は

一
貫
性
を
欠
く
の
で
あ
る
。

　

か
つ
て
太
廟
に
は
尚
円
王
と
並
行
し
て
尚
真
王
を
軸
と
す
る
祭
壇
が
あ
っ
た
と
い

う24

。
そ
の
後
、
尚
穆
王
の
冊
封
の
た
め
来
琉
し
た
周
煌
の
『
琉
球
国
志
略
』
巻
七
祠

廟
に
よ
る
と
、
円
覚
寺
に
は
三
つ
の
龕
が
あ
っ
た
と
い
う
。
中
央
の
龕
の
中
心
は
尚

円
王
、
左
が
尚
貞
（
十
代
）・
尚
益
（
十
二
代
）、
右
が
尚
純
（
十
一
代
）・
尚
敬
（
十
三

代
）で
尚
穆
王
の
四
親
祖
の
神
主
が
配
置
さ
れ
、左
の
龕
は
王
考
尚
稷（
尚
円
王
の
父
）

を
軸
と
し
て
左
に
尚
清
（
三
代
）・
尚
豊
（
七
代
）、
右
に
尚
永
（
五
代
）・
尚
質
（
九

代
）
が
位
置
し
、
右
の
龕
は
尚
真
王
を
軸
と
し
て
左
が
尚
元
（
四
代
）・
尚
賢
（
八

代
）、
右
が
尚
寧
（
六
代
）
で
あ
る
。
次
の
李
鼎
元
『
使
琉
球
記
』
巻
五
・
嘉
慶
五

年
（
一
八
〇
〇
）
八
月
一
六
日
条
で
は
、「
龍
淵
殿
」
内
の
左
右
で
「
木
主
を
奉
り
」

「
先
王
の
神
位
を
祀
り
兼
ね
て
祧
主
を
祀
り
、
志
略
の
載
す
所
と
同
じ
」
と
あ
る
。

左
右
の
龕
が
中
央
の
龕
を
挟
ん
で
対
面
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
屏
牌
か
ら

一
位
ご
と
の
神
主
に
戻
さ
れ
、
中
央
の
龕
を
太
廟
と
し
左
右
を
祧
廟
に
見
立
て
て
い

た
こ
と
が
分
か
る25

。
同
堂
異
室
の
制
で
は
、
祧
廟
は
太
廟
の
西
夾
室
か
背
後
に
位
置

す
る
の
で26

、
琉
球
独
自
の
配
置
と
い
え
る
。
尚
穆
（
十
四
代
）
が
中
央
の
龕
に
入
る

と
、
尚
温
王
の
五
世
祖
尚
貞
が
右
の
龕
に
移
っ
た
と
推
測
さ
れ
、
尚
円
と
尚
稷
・
尚

真
を
不
動
の
位
と
し
、
尚
宣
威
は
代
数
に
入
れ
ず
兄
尚
円
に
附
し
、
世
子
尚
純
を
加

え
る
こ
と
で
、
左
右
の
龕
は
そ
れ
ぞ
れ
奇
数
偶
数
の
即
位
の
序
列
で
整
合
化
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
、
同
一
世
代
で
移
動
が
同
じ
で
も
左
右
別
々
の
龕
に
入
る

の
で
（
一
六
代
尚
温
・
一
八
代
尚
灝
、
一
七
代
尚
成
・
一
九
代
尚
育
）、
昭
穆
の
弁

別
が
で
き
な
く
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
廟
議
で
は
、
祧
廟
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
論
点

と
な
っ
て
い
な
い
の
で
、
そ
こ
に
至
る
経
緯
や
最
終
的
な
状
況
は
不
明
で
あ
る
。

　

神
龕
に
つ
い
て
は
、
神
主
を
隔
て
る
た
め
の
石
室
な
い
し
神
主
を
収
容
す
る
石
の

箱
の
代
替
と
し
て
観
念
さ
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
は
廟
所
と
祭
壇
の
ス
ペ
ー
ス
の
関

係
上
、
神
主
を
そ
の
ま
ま
置
く
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
場

合
、
尚
円
を
不
動
の
軸
と
し
て
、
世
代
交
替
の
た
び
に
左
右
に
移
動
さ
せ
ざ
る
を
得

な
い
の
で
、
ほ
ぼ
昭
穆
通
り
に
配
置
さ
れ
て
い
る
先
王
廟
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
。

こ
の
こ
と
を
林
駿
声
は
指
摘
し
て
お
ら
ず
、
そ
れ
は
孔
継
汾
の
所
説
に
明
ら
か
で
あ

る27

。
か
つ
て
拙
稿
に
お
い
て
、
尚
泰
王
以
降
の
神
主
配
置
に
つ
い
て
想
定
図
を
示
し

た
。
こ
れ
は
、
尚
円
王
の
左
右
を
昭
位
穆
位
と
し
て
固
定
し
て
い
る
と
い
う
前
提
に

基
づ
く
の
で28

、「
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
」
に
従
う
と
左
右
の
神
主
配
置

－ 24 －
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が
異
な
る
け
れ
ど
も
、
同
一
世
代
を
同
一
の
昭
穆
と
し
た
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
主

が
祧
廟
と
な
る
タ
イ
ミ
ン
グ
は
同
じ
で
あ
る
。

　

琉
球
側
で
は
、「
世
統
」
と
か
「
廟
統
」
と
い
っ
た
、
経
書
や
中
国
の
礼
制
に
言

及
す
る
典
籍
に
見
受
け
ら
れ
な
い
語
を
も
っ
て
、
琉
球
の
立
場
に
合
わ
せ
た
廟
制
を

模
索
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
中
国
人
学
識
者
と
の
非
論
争
的
な
問
答
は
、
か
え
っ

て
中
国
的
な
廟
制
が
「
逆
祀
」「
昭
穆
」「
親
尽
毀
」
と
い
っ
た
礼
の
論
理
か
ら
逸
脱

で
き
な
い
こ
と
を
露
呈
し
て
し
ま
っ
た
。
尚
円
を
元
祖
と
す
る
二
つ
の
君
主
の
家
統

（
世
統
）
を
合
わ
せ
祀
る
こ
と
は
必
然
に
な
っ
た
と
い
え
る
。
こ
れ
を
受
け
て
王
府
で

は
ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
か
、
こ
れ
ま
で
若
干
論
じ
た
け
れ
ど
も
、
な
お
不
十
分
で

あ
る29

。
今
後
は
「
廟
制
求
教
」
前
後
の
僉
議
文
書
や
太
廟
に
加
え
て
祧
廟
を
整
備
し
て

い
く
尚
敬
王
と
蔡
温
の
時
代
に
お
け
る
史
料
に
対
し
て
検
討
を
行
い
、
琉
球
側
の
宗
廟

認
識
と
制
度
を
め
ぐ
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
と
意
識
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
許
さ
れ
る
最
大
限
の
紙
数
を
も
っ
て
、
少
な
く
と
も
「
廟
制
求
教
」

上
下
巻
の
全
内
容
を
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
も
と
よ
り
読
解
と
典
拠
に
つ
い
て

多
く
の
瑕
疵
を
内
包
し
て
い
る
が
、
閲
覧
で
き
る
場
所
も
機
会
も
限
ら
れ
て
い
る
史

料
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
近
代
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
国
家
的
祭
祀
の
研
究
進
展
の

た
め
に
あ
え
て
取
り
上
げ
た
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
狭
く
浅
い
理
解
を
自
覚

し
た
上
で
清
代
に
お
け
る
宗
廟
制
度
の
認
識
と
琉
球
側
の
受
容
の
問
題
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
論
点
を
抽
出
す
る
こ
と
に
努
め
た
。
結
果
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
て

き
た
太
廟
と
寝
廟
に
お
け
る
神
主
配
置
に
関
す
る
理
解
を
や
や
進
展
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。
次
の
具
体
的
課
題
は
、
先
述
の
通
り
、
僉

議
の
部
分
を
本
稿
と
関
連
づ
け
て
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
廟
制
求
教
」
の
よ
う

な
資
料
が
ど
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
た
の
か
、
琉
球
側
の
対
応
を
内
面
か
ら
明
ら
か
に

し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１　

拙
稿
「
尚
家
文
書
『
周
九
廟
之
図
并
円
覚
寺
御
廟
之
図
』
の
研
究
（
上
）（
下
）」（『
琉

球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
九
七
集
、
二
〇
二
〇
年
、
第
九
八
集
、
二
〇
二
一
年
）
を
参
照
。

２　

陳
祥
道
（
撰
）『
礼
書
』
一
五
〇
巻
（『
文
淵
閣
四
庫
全
書
』
経
部
、
礼
類
五
、
通
礼
之

属
）。『
宋
史
』
巻
四
三
二
に
立
伝
。
廟
制
に
つ
い
て
は
、
鄭
玄
の
天
子
五
廟
（
周
以
外
の

王
朝
）
や
禘
小
祫
大
な
ど
の
説
を
否
定
し
て
お
り
、
王
安
石
の
主
張
を
補
強
す
る
立
場
に

あ
っ
た
と
い
う
。『
四
庫
全
書
総
目
』
巻
二
二
を
参
照
。
柴
紹
炳
（
浙
江
省
仁
和
県
）
の
著

述
は
、『
柴
氏
古
韻
通
』
八
巻
、『
正
音
切
韻
復
古
編
』
一
巻
、『
省
軒
考
古
類
編
』
一
二
巻
、

『
詞
韻
』
二
巻
、『
古
韻
通
略
』
一
巻
、『
省
軒
先
生
文
鈔
』
一
二
巻
外
集
一
巻
、『
九
通
提
要
』

一
二
巻
な
ど
が
あ
る
。
林
喬
蔭
は
乾
隆
期
の
挙
人
（
福
州
府
侯
官
県
）
で
、
著
述
に
は
『
三

礼
陳
数
求
義
』『
瓶
城
居
士
集
』
な
ど
が
あ
る
。
林
駿
声
は
同
郷
の
後
人
。
民
国
『
侯
官
県
志
』

に
は
恩
科
進
士
及
第
以
外
の
事
績
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

３　

馬
端
臨
（
撰
）『
文
献
通
考
』
は
、
点
校
本
（
中
華
書
局
、
二
〇
一
一
年
）
を
参
照
し
た
。

４　

秦
蕙
田
（
撰
）『
五
礼
通
考
』
は
、
味
経
窩
初
刻
試
印
本
（
聖
環
図
書
公
司
、
一
九
九
四

年
）
を
参
照
し
た
。
そ
の
扉
に
は
「
讀
禮
通
考
附　

五
禮
通
考
」
と
あ
る
。
徐
乾
学
（
撰
）『
読

礼
通
考
』
は
文
淵
閣
四
庫
全
書
本
（
経
部
、
礼
類
二
、
儀
礼
之
属
）
を
参
照
し
た
。

５　

後
者
の
史
料
に
つ
い
て
は
、拙
稿
「
琉
球
王
朝
末
期
の
廟
議
―
寝
廟
と
太
廟
の
神
主
配
置
」

（『
沖
縄
文
化
研
究
』
四
七
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
）
を
参
照
。

６　

柴
紹
炳
（
撰
）『
省
軒
考
古
類
編
』
は
、雍
正
四
年
（
一
七
二
六
）、姚
培
謙
校
注
本
を
参
照
（
東

京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）。

７　

林
喬
蔭
（
撰
）『
三
礼
陳
数
求
義
』
は
、
嘉
慶
八
年
（
一
八
〇
三
）
誦
芬
堂
刊
本
一
二
冊

本
を
参
照（
東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）。

８　
「
兄
弟
異
昭
穆
論
」
に
つ
い
て
は
、
注
１
拙
稿
（
二
〇
二
一
年
）、
六
～
八
頁
を
参
照
。

９　

尚
真
王
の
廃
嫡
さ
れ
た
長
子
浦
添
王
子
の
家
統
出
身
で
尚
永
王
の
子
と
同
一
世
代
（
昭

穆
相
当
）
の
尚
寧
を
嗣
子
と
し
た
。

10　

朱
熹
の
宋
朝
太
廟
に
対
す
る
上
奏
は
、
宋
代
の
文
人
官
僚
・
士
大
夫
層
の
大
方
の
認
識
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や
議
論
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
そ
の
検
討
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

11　
『
朱
文
公
文
集
』
と
『
文
献
通
考
』
や
『
五
礼
通
考
』
に
掲
載
さ
れ
る
「
周
時
祫
図
」
に
は
、

諸
本
に
よ
っ
て
異
同
が
あ
る
。
朱
熹
の
太
廟
祭
祀
に
対
す
る
認
識
を
深
め
る
た
め
に
は
、「
周

時
祫
図
」
の
改
変
に
つ
い
て
も
考
究
す
る
必
要
が
あ
る
。

12　

記
録
上
確
認
で
き
る
の
は
、
ギ
オ
チ
ャ
ン
ガ
以
降
で
あ
る
。
松
浦
茂
『
清
の
太
祖　

ヌ

ル
ハ
チ
』（
白
帝
社
、
一
九
九
五
年
）、
六
五
頁
。
満
文
档
案
史
料
の
『
先
ゲ
ン
ギ
ェ
ン
＝

ハ
ン
賢
行
典
例
』
に
は
、
天
女
の
子
で
あ
る
ブ
ク
リ
＝
ヨ
ン
シ
ョ
ン
生
誕
か
ら
の
開
国
伝

説
が
記
さ
れ
て
い
る
。
石
橋
崇
雄
『
大
清
帝
国
』（
講
談
社
、
二
〇
〇
〇
年
）、
第
二
章
と

抄
訳
を
参
照
。

13　

順
治
帝
は
自
身
で
は
な
く
、
太
祖
ヌ
ル
ハ
チ
を
基
準
と
し
、
ヌ
ル
ハ
チ
の
父
か
ら
高
祖

父
ま
で
を
太
廟
の
祭
祀
対
象
に
し
た
。
こ
の
順
治
五
年
（
一
六
四
八
）
一
一
月
一
一
日
（
一
二

月
二
四
日
）
の
詔
は
『
歴
代
宝
案
』（
第
一
集
巻
三
第
三
号
、
校
訂
本
第
一
冊
）
に
も
収

録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
久
米
村
方
で
は
参
照
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

14　

注
１
拙
稿
（
二
〇
二
一
年
、
図
２
―
５
）。

15　

蔡
温
修
訂
『
中
山
世
譜
』
の
「
歴
代
国
王
世
統
総
図
」
を
参
照
。

16　

戸
部
尚
書
張
斉
賢
の
主
張
。
翰
林
学
士
宋
湜
や
礼
官
は
反
駁
し
、
太
祖
・
太
宗
兄
弟
の

昭
穆
が
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
拙
稿
「
北
宋
の
廟
議
―
宗
廟
に
お
け
る
神
主

配
置
」（『
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』
第
九
四
集
、
二
〇
一
九
年
三
月
）、
五
一
～
五
四
頁

を
参
照
。

17　

徐
乾
学
（
撰
）『
読
礼
通
考
』
巻
一
九
、
喪
期
・
国
恤
二
、
兄
弟
相
継
之
主
為
先
君
「
乾

学
案
真
宗
乃
太
祖
従
子
而
斉
賢
欲
称
孝
孫
、則
是
称
太
宗
而
祖
太
祖
矣
。
真
宗
以
太
祖
為
祖
、

則
太
宗
当
以
太
祖
為
父
、
由
常
情
言
之
鮮
不
以
為
驚
世
而
駭
俗
、
揆
以
三
伝
譏
先
禰
後
祖

之
義
、
及
春
秋
従
祀
先
公
之
文
、
則
張
公
実
古
之
達
礼
者
…
…
至
於
礼
官
及
宋
湜
所
議
則

俗
儒
相
沿
之
陋
説
、
烏
足
与
論
先
王
之
定
礼
哉
」。

18　

内
藤
湖
南
『
支
那
史
学
史
』
２
（
平
凡
社
、東
洋
文
庫
559
、一
九
九
二
年
）、七
七
～
八
八
頁
。

19　

神
御
と
は
、
先
祖
を
偲
ぶ
御
容
（
肖
像
画
や
塑
像
）
で
あ
る
。
山
内
弘
一
「
北
宋
時
代

の
神
御
殿
と
景
霊
宮
」（『
東
方
学
』
七
〇
輯
、
一
九
八
五
年
）
を
参
照
。

20　

南
宋
・
李
心
伝
（
撰
）『
建
炎
以
来
朝
野
雑
記
』
巻
二
「
太
廟
景
霊
宮
天
章
閣
欽
先
殿
諸

陵
上
官
祀
式
」、
万
暦
『
大
明
会
典
』
巻
八
九
・
礼
部
四
七
・
廟
祀
「
奉
先
殿
」、
乾
隆
『
皇

朝
文
献
通
考
』
巻
一
一
六
・
一
一
七
、
宗
廟
考
一
一
・
一
二
「
奉
先
殿
」
を
参
照
。

21　

拙
稿
「
近
世
琉
球
の
先
王
廟
と
宗
廟
に
お
け
る
昭
穆
観
念
」（『
琉
球
大
学
教
育
学
部
紀
要
』

第
九
一
集
、
二
〇
一
七
年
九
月
）、
二
四
頁
【
図
６
】
を
参
照
。

22 　

尚
真
王
の
時
代
、
宮
古
・
八
重
山
両
先
島
地
方
を
統
合
す
る
際
に
首
里
王
府
側
に
つ
い

た
仲
宗
根
豊
見
親
の
子
孫
は
近
世
に
お
い
て
も
忠
導
氏
と
し
て
士
分
に
あ
っ
た
。
そ
の
九

世
孫
が
仕
立
て
た
位
牌
（
一
七
一
五
年
）
が
宮
古
島
市
総
合
博
物
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資

料
番
号
Ｈ
―
79
）。
仲
宗
根
豊
見
親
が
中
心
頂
点
に
位
置
し
、
そ
の
側
か
ら
見
て
左
に
男
性
、

右
に
女
性
を
配
し
、
法
号
な
ど
の
記
銘
は
世
代
に
応
じ
て
下
げ
て
尊
卑
の
序
列
を
明
示
し

て
い
る
。
台
座
と
一
体
化
し
た
漆
塗
り
の
重
厚
な
位
牌
で
あ
る
。
上
部
宝
珠
瑞
雲
の
内
に「
元

祖
」、
下
部
蓮
華
台
に
「
神
位
」
と
あ
り
〝
唐
位
牌
〟
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
様
式
の
位

牌
で
は
、
祭
主
以
降
の
世
代
を
祀
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

23　
『
球
陽
』
巻
一
三
、
尚
敬
王
二
一
年
（
一
七
三
三
）、
先
王
神
主
改
用
屏
牌
「
円
覚
寺
左

右
之
神
壇
奉
安
先
王
神
主
。
是
年
其
神
主
改
用
屏
牌
、
先
王
尊
諱
恭
書
于
此
」。

24　

康
煕
六
〇
年
（
一
七
二
一
）
刊
、徐
葆
光
『
中
山
伝
信
録
』
巻
五
、「
円
覚
寺
本
宗
昭
穆
図
」。

25　

そ
の
場
合
、
注
５
拙
稿
に
示
し
た
【
図
２
】
～
【
図
５
】
は
尚
円
王
・
尚
真
王
を
軸
と

す
る
祭
壇
の
み
を
前
提
と
し
て
い
る
の
で
、
推
論
の
範
囲
に
止
ま
る
。

26　

宗
廟
を
一
棟
に
す
る
同
堂
異
室
（
同
廟
異
室
）
の
制
に
つ
い
て
は
、注
１
（
二
〇
二
〇
年
）

注
16
拙
稿
を
参
照
。

27　

注
１
拙
稿
（
二
〇
二
〇
年
）、
八
～
九
頁
。

28　

注
５
前
掲
拙
稿
、
一
八
九
頁
を
参
照
。

29　

注
21
注
５
前
掲
拙
稿
を
参
照
。

〔
附
記
〕
本
稿
はJ

S
P

S
科
研
費
（J

P
20K

00940

）
の
助
成
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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前村　佳幸：近世琉球末期の廟議をめぐる清朝官僚との問答

A Problem Concerning the Ancestral Ritual of a Royal Family and the Acceptance 

of the Theory in the Document Byosei Kyukyo Compiled in the Form of Questions 

and Answers with a Chinese Mandarin in the Late Early Modern Ryukyu

Yoshiyuki MAEMURA

Summary

　The King of Ryukyu, Sho Kou inherited the throne from King Sho Sei, who was his nephew, 

and died prematurely in 1804. Thus, a collateral ascendant succeeded to the throne from a lineal 

descendant for the first time in the second Sho dynasty. If an emperor/king did not have a biological 

son or grandson, his brother or the paternal first, second, or more distant cousin in the imperial/

royal lineage could succeed to the throne. Besides, their sons were able to adapt to the role of the 

emperor/king （this was the most desirable expediency because they belonged to the same generation 

as the founder of a dynasty）. This succession occasionally happened in East Asian dynasties, 

although it was thought to be unnatural. Sho Kou succeeded to the throne due to unavoidable 

circumstances. However, whether to change existing rituals to ancestral worship became a serious 

problem because Sho Kou’s family line was transferred into the main branch of the Sho family. 

Therefore, the royal court and government ordered officers and scholars to discuss this problem and 

propose an appropriate style in conformity with the Confucianism standard and Chinese orthodoxy.

　This paper involves the revised full text of Byosei Kyukyo written by Touyama Satonushi-Peitin, 

a chief interpreter in 1854 for the last King Sho Tai （r.1848-1879）, explications, and Chinese sources. 

The officers and scholars of the consultation referred to Byosei Kyukyo, which was filed as a case 

record with their views, and the report of Touyama Satonushi-Peitin had a great influence on their 

judgments. Regarding the first point of the issue, the court must hold ceremonies restricted to the 

current King’s relatives, from his great-great grandfather to his father and their wives, except 

the first King Syo En. With the last rites for King Sho On （Sho Sei’s father） and Sho Kou （they 

were brothers）, Sho Tai’s descendants removed their spiritual tablets from altars in temples at the 

same time and placed the spiritual tablets of Sho Sei and King Sho Iku （Sho Tai’s father） （they 

were cousins） on altars in temples. Regarding the second point of the issue, King Sho Tai must 

discriminate between generations and pass orders to equally treat the same generation, starting 

from the founders in the mausoleums. It is important to understand that the dynasty admitted an 

inviolable theory which the rituals of ancestral worship became less important as the generation 

progressed, but special treatment was eternally given to the founder.
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